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(54) 【 発 明 の 名 称 】 三次 元 実体 モデ ル お よび その 製造 方 法 


(57)【 特許 請求 の 範囲 】 
【 請求 項 1】 
弾性 材料 を 含む 表面 層 , お よび 

該 表面 層 と 隣接 し て 配置 され 、 前 記 表面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 異な る 弾性 率 
を 有する 弾性 材料 を 含む 下層 : 
を 含み 、 

前 記 下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 が 、 前 記 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 の 1 
一 8 0 % ま た は 110^500% の 範囲 内 で あり 、 

前 記 表面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 が 1.0xX10*^7.0x105 Pa で あり 


証 を 構成 する 弾性 材料 が 、 シ リコ ー ン ゴム 、 イ ソ プ レ ン ゴ ム 、 ブ タ ジ ェ エン ゴ 


ШЕТЕЛ А 
、 ス チレ ン ・ ブタジエン ゴム 、 ク ロロ プレ ン ゴ ム 、 ニ トリ ル ゴ ム 、 ポ リ イ ソ ブチ レン 、 エ 
チレ ンプ ロ ピ レン ゴム 、 エ ピク ロ ル ヒ ドリ ン ゴ ム 、 お よび ウレ タン ゴム か ら な る 群 か ら 選 
択 さ れ 、 

前 記 下 層 を 構成 する 弾性 材料 が 、 シ リコ ー ン ゴム 、 イ ソ プ レ ン ゴ ム 、 ブ タ ジ ェ エン ゴム 、 
スチ レン ・ ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ク ロロ プレ ン ゴ ム 、 ニ トリ ル ゴ ム 、 ポ リ イ ソ ブチ レン 、 エ チ 
レン プロ ピレン ゴム 、 エ ピク ロ ル ヒ ドリ ン ゴ ム 、 ウ レタ ン ゴ ム 、 お よび シリ コー ン ゲ ル か 
ら な る 和 群 か ら 選 択 さ れる 、 ヒ ト の 身体 部 位 の 皮膚 構造 体 の た め の 手 術 シ ミュ レー ショ ン 用 
三次 元 実 体 モ デル 。 

【 請求 項 2 】 
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Мо. 請求 項 1 に 記載 の 三次 元 実体 モデ ル 。 

[ 請求 項 3 】 

前 記 下 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 が 、 前 記 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 の 1 
~7 0 % ま た は 1 10 て 300% の 範囲 内 で ある 、 請 求 項 1 また は 2 に 記載 の 三次 元 実体 
モデ ル 。 

[ 請求 項 4 】 

前 記 表 面 層 の 厚み は 0 . 1 て 30mm で ある 、 請 求 項 1 て 3 の いずれ か に 記載 の 三次 元 
実体 モデ ル 。 
【 請求 項 5 】 

前 記 表 面 層 は 前 記 下 層 か ら 離 接 可能 に 一 体 化 され て いる 、 請 求 項 1 て 4 の いずれ か に 記 
載 の 三次 元 実 体 モ デル 。 

【 請求 項 6 】 

前 記 表面 層 は 取り 換え 可能 で ある 、 請 求 項 5 に 記載 の 三次 元 実 体 モ デル 。 
| 請求 項 7 】 

請求 項 1 ~6 の いずれ か に 記載 の 三次 元 実 体 モ デル の 製造 方 法 で あっ て 、 

注 型 法 に より 、 硬 化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 表面 層 を 形成 す 
る 工程 : お よび 

注 型 法 に より 、 硬 化 性 材料 を 含む 下層 形成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 下層 を 形成 する 工 
Ж; 

を 含み 

前 記 表 面 層 お よび 前 記 下 層 の 硬化 条件 を 調整 する こと に より 、 表 面 層 お よび 下層 の 弾性 
率 を 制御 する 、 該 方 法 。 

[ 請求 項 8 】 

請求 項 1 ~6 の いずれ か に 記載 の 三次 元 実 体 モ デル の 製造 方 法 で あっ て 、 

注 型 法 に より 、 硬 化 性 材料 を 含む 下層 形成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 下層 を 形成 する 工 
程 : お よび 

積層 法 に より 、 前 記 下 層 の 表面 で 、 人 硬化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 さ 
せ て 表面 層 を 形成 する 工程 : 

を 含み 

前 記 表 面 層 お よび 前 記 下 層 の 硬化 条件 を 調整 する こと に より 、 表 面 層 お よび 下層 の 弾性 
率 を 制御 する 、 該 方 法 。 

[ 請求 項 9 】 

請求 項 1 て 6 の いずれ か に 記載 の 三次 元 実体 モデ ル の 製造 方 法 で あっ て 、 

積層 法 に より 、 塩 型 の 表面 で 、 硬 化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ 、 
塩 型 を 除去 し て 中 空 状 表面 層 を 形成 する 工程 ;: お よび 

注入 法 に より 、 前 記 中 空 状 表面 層 の 中 に 、 下 層 を 構成 する 材料 を 注入 し 、 下 層 を 形成 す 
る 工程 : 

を 含み 
前 記 表 面 層 の 硬化 条件 を 調整 する こと に より 、 表 面 層 の 弾性 率 を 制御 する 、 該 方 法 。 
【 請求 項 1 0 】 
前 記 三 次 元 実 体 モ デル は 前 記 下 層 の 


町 層 側 と は 反対 側 に 配置 され る 深層 を さら に 含み 


該 深 層 は 2 5 C で 液体 状態 の 物質 か ら 構 成 さ れ て いる 、 請 求 項 1 て 6 の いずれ か に 記載 
の 三次 元 実体 モデ ル 。 

請求 項 1 1 】 

請求 項 1 0 に 記載 の 三次 元 実 体 モ デル の 製造 方 法 で あっ て 、 

積層 法 に より 、 塩 型 の 表面 で 、 硬 化 性 材料 を 含む 下層 形成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 下 
層 を 形成 する 工程 : 

積層 法 に より 、 前 記 下 層 の 表面 で 、 硬 化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 さ 
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せ て 表面 層 を 形成 し 、 前 記 塩 型 を 除去 し て 中 空 状 積 層 体 を 得る 工程 : お よび 

注入 法 に より 、 前 記 中 空 状 積層 体 の 中 に 、 前 記 液 体 状態 の 物質 を 注入 し 、 深 層 を 形成 す 
る 工程 : 

を 含み 

前 記 表 面 層 お よび 前 記 下 層 の 人 硬化 条件 を 調整 する こと に より 、 表面 層 お よび 下層 の 弾性 
率 を 制御 する 、 該 方 法 。 

【 請求 項 1 2 】 

前 記 硬 化 条 件 が 、 前 記 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 お よび 前 記 下 層 形 成 用 樹脂 組成 物 に お け 
る 硬化 剤 お よび 溶媒 の 配合 比率 、 な ら び に 前 記 表 面 層 お よび 前 記 下 層 の 硬化 の た め の 加 熱 
温度 、 加 熱 時 間 お よび 光照 射 量 か ら な る 群 か ら 選択 さ れる 1 以上 の 条件 で ある 、 請 求 項 7 
、8 また は 1 1 に 記載 の 三次 元 実体 モデ ル の 製造 方 法 。 

[ 発明 の 詳細 な 説明 】 
【 技術 分 野 】 
(0001) 

本 発明 は 、 三 次 元 実 体 モ デル 、 特 に 手術 シミ ュ レ ーション に 有用 な 三次 元 実 体 モ デル 、 

お よび その 製造 方 法 に 関す る 。 


【 背景 技術 】 

(0002) 

На ЖЕТОЛ/ЗӘ, ЛЕБЕОНИЯУМОЕ F の 身体 部 位 の 形状 が 付与 され た 医療 用 
造形 物 で あり 、 手 術 シ ミュ レー ショ ン に 有用 で ある 。 手術 シミ ュ レ ーション と は 、 医 師 の 


手術 練習 、 手 術 計 画 の 立案 、 お よび 愚者 へ の 手術 説明 な ど を 目的 と し て 行わ れる 模擬 手術 
の こと で ある 。 
(0003) 
従来 の 三次 元 実 体 モ デル は 1 種類 の 材料 の みか ら 製 造 さ れる た め 、 そ の 弾性 率 は 全体 と 
し て 一 様 で あっ た 。 ま た 当該 三次 元 実体 モデ ル の 弾性 率 は ヒト の 実際 の 身体 部 位 よ り も 比 
較 的 高かっ た 。 


[ 発明 の 概要 】 
( 発明 が 解決 し よう と する 課題 】 
(0004) 


し か し な が ら 、 和 従来 の 三次 元 実 体 モ デル を 用 いて も 、 十 分 な 手術 シミ ュ レ ーション を 行 
うこ と は で き な か っ た 。 詳し く は 、 以 下 に 示す 問題 が 生じ た 。 
[0005] 

( 1 ) 従来 の 三次 元 実体 モデ ル は 、 メ ス で 切開 する と き の 感 触 も 、 切 開 部 を 縫合 する と 
き の 感 触 も 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 位 と は 全く 異な の て いた 。 こ の た め 、 当 該 三次 元 実 体 モ 
デル を 用 いた 手術 シミ ュ レ ーション は 、 医 師 の 手術 熟練 度 の 向上 に 十分 に 貢献 し な か っ た 
。 特に 三次 元 実体 モデ ル に お いて 切開 部 を 縫合 する と き 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 位 を 縫合 す 
る と き と 比 較 し て 、 縫 合 糸 に より 縫合 部 が 容易 に 切れ た 。 

[0006] 

(2) 弾力 性 お よび 軟質 性 の ある ヒト の 身体 部 位 は 、 м 6 
た 形状 を 有する も の で ある が 、 従 来 の 三次 元 実 価 モ デル は 下垂 し 難い た め 、 ヒ ト の 実際 
а 月 状 が 全く 異な っ て いた 。 詳し く 22... 

上 に 横 た え られ た と き 、 例 えば 実際 の 乳房 は 脇 側 か ら 重 力 方 向 に 下垂 する が 、 乳 房 形状 
222. 次 元 実 体 モ デル は 重力 方 向 に あま り 下 垂 し な か っ た 。 こ の た め 、 従 
来 の 三次 元 実 体 モ デル を 用 いた 手術 シミ ュ ユ レ ーション は や は り 、 医 師 の 手術 熟練 度 の 向上 
に 十分 に 貢献 し な か っ た 。 

[0007] 

( 3) 臓器 ( 特に 乳房 ) に お いて 手術 に より 病巣 を 除去 する と き の 適 切な 除去 体積 お よ 
び 除 去 さ れ た 部 位 に シリ コー ン ま た は 自家 組織 な どの 材料 を 充填 する と き の 適 切な 充填 体 
МУ, 従来 の 三次 元 実体 モデ ル と 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 位 と で 大 きく 異な っ て いた 。 こ の 
た め 、 実 際 の 手術 は 必ず し も 、 三 次 元 実体 モデ ル を 用 いて 立案 し た 手術 計画 に 沿っ て 進め 
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る こと は で き な か っ た 。 
(0008) 
本 発明 は 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 位 に お ける 手術 に よく 近似 し た 手術 シミ ュ レ ーション を 
行う こと が で きる 三次 元 実体 モデ ル を 提供 する こと を 目的 と する 。 
(0009) 
本 発明 は 詳し く は 、 感触 が ヒト の 実際 の 身体 部 位 と よく 近似 し た 三次 元 実体 モデ ル を 提 
供する こと を 目的 と する 。 
本 発明 は また 、 医 師 の 手術 練習 に 十分 に 貢献 する こと が で きる 三次 元 実体 モデ ル を 提供 
する こと を 目的 と する 。 
本 発明 は また 、 実 際 の 手術 に よく 適合 する 手術 計画 を 立て る こと が で きる 三次 元 実 体 モ 
デル を 提供 する こと を 目的 と する 。 
(0010) 
本 明細 書 中 、「 感触 」 と は 、 主 と し て 、 表面 か ら 内 部 に 向かっ て 手 ( F) で 押圧 し た と 


き に 感じ る 弾力 性 お よび 軟質 性 に 基づく 触感 の こと を 意味 する も の と する 。 
[ 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 
(0011) 

本 発明 は 、 


弾性 材料 か ら な る 表面 層 : お よび 

該 表 面 層 と 隣接 し て 配置 され 、 前 記 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 異な る 弾性 率 
を 有する 弾性 材料 か ら な る 下層 : 

を 含む 、 三 次 元 実体 モデ ル に 関す る 。 

【 発明 の 効果 】 

[0012] 

本 発明 の 三次 元 実 体 モ デル を 用 いる と 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 位 に お ける 手術 に よく 近似 
し た 手術 シミ ュ レ ーション を 行う こと が で きる 。 

詳し く は 、 本 発明 の 三次 元 実 体 モ デル は 、 感 触 が ヒト の 実際 の 身体 部 位 と よく 近似 し て 
お り 、 医 師 の 手術 練習 に 十分 に 貢献 する こと が で きる 。 ま た 本 発明 の 三次 元 実体 モデ ル を 
H い る と 、 実 際 の 手術 に よく 適合 する 手術 計画 を 立案 する こと が で きる 。 さらに 本 発明 の 
三次 元 実体 モデ ル を 用 いて 模擬 手術 を 行う こと に より 、 手 術 後 の 変形 の 程度 を 知る こと が 


で きる 。 

[ 図面 の 簡単 な 説明 】 

(0013) 

| 1] (А) は 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 左 乳 房 モ デル ) の 全体 形状 を 示す 概略 図 で 


ФО. (В) は (A) の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断 面 図 の 一 例 で あり 、(C 
) は (A) の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断 面 図 の 別 の 一 例 で ある 。 

【 図 2 】(A) は 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 肝臓 モデ ル ) の 全体 形状 を 示す 概略 図 で あ 
JU. (В) は (A) の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断面 図 で ある 。 
| 図 3 】(A) は 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 口唇 モデ ル ) の 全体 形状 を 示す 概略 図 で あ 
0. (В) は (A) の 下 口唇 の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断面 図 で ある 。 

| 図 4 】 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 皮膚 構造 体 モ デル ) の 概略 断面 図 で ある 。 
図 5 】( А) は 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 外 鼻 モデ ル ) の 全体 形状 を 示す 概略 図 で あ 
り 、(B) は (A) の 鼻 翼 部 の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断面 図 で ある 。 

| 図 6 (А) は 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 眼 険 モデ ル ) を 含む 顔面 モデ ル の 全体 形状 
を 示す 概略 図 で あり 、(B) は (A) の 眼 上 陰部 の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断 
面 図 で ある 。 
[ 
[ 


一 一 


図 7 】 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 脳 モ デル ) の 概略 冠状 断面 図 で ある 。 

М8) (А) は 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 耳 介 モデ ル ) の 全体 形状 を 示す 概略 図 で あ 
U. (В) (СА) の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断 面 図 で ある 。 

| М9 】 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 乳房 モデ ル ) の 概略 断面 図 で ある 。 

| 図 1 0 】 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 顔面 モデ ル ) の 全体 形状 を 示す 概略 図 で あっ て 、 
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皮膚 腫瘍 を 有 す す る と き の 概 略図 で ある 。 
| 図 1 1 】 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 左 乳 房 モ デル ) の 概略 断面 図 で あっ て 、 腫 瘍 を 有 
する と き の 概 略 断 面 図 で ある 。 


[ 図 1 2 】 本 発明 の 実体 モデ ル の 一 例 ( 皮膚 構造 体 モ デル ) の 概略 断面 図 で あっ て 、 有 皮膚 
腫瘍 を 有する と き の 概 略 断 面 図 で ある 。 

| 加 1 3 】 本 発明 の 実体 モデ ル の 製造 方 法 の 一 例 を 示す 概略 断面 図 で ある 。 

【 図 1 4 】 本 発明 の 実体 モデ ル の 製造 方 法 の 別 の 一 例 に お いて 使用 され る 塩 型 の 概略 見 取 
り 図 で ある 。 

| 発明 を 実施 する た め の 形 態 】 

(0014) 

[ 実体 モデ ル ] 


本 発明 の 三次 元 実 体 モ デル ( 以下 、 単 に 「 実体 モデ ル 」 と いう ) は 手術 シミ ュ レ ー シ ョ 
ン に 使用 され る 医療 用 造形 物 で ある 。 手術 シミ ュ レ ーション と は 、 医 師 の 手術 熟練 度 の 向 
上 の た め の 手 術 練習 、 手 術 を 円 滑 に 進め る た め の 手 術 計画 の 立案 、 お よび 愚者 へ の 手術 説 
明 な ど を 目的 と し て 行わ れる 模擬 手術 の こと で ある 。 

[0015] 

本 発明 の 実体 モデ ル に は 、 ヒ ト の 身体 部 位 と 同等 の 形状 が 付与 され て いる 。 ヒ ト の 身体 
部 位 と 同等 の 形状 と は 、 第 三 者 が 当該 実体 モデ ル の 外観 を みた と き 、 当 該 ヒ ト の 身体 部 位 
で ある こと を 認識 で きる 形状 の こと で ある 。 本 発明 の 実体 モデ ル が 有する 形状 は 、 弾 力 性 
お よび 軟 質 性 を 有する 、 あ ら ゆ る ヒト の 身体 部 位 の 形状 で あっ て よい 。 具体 的 な 形状 と し 
て 、 例 えば 、 乳房 、 臓 器 ( 特に 内 蔵 ) 、 口 唇 、 外 鼻 、 眼 上 須 、 耳 介 、 顔 面 、 お よび その 他 の 
皮膚 構造 体 に お ける 全体 形状 また は その 一 部 の 形状 な ど が 挙げ られ る 。 臓 器 ( 特に 内 蔵 ) 
と し て は 、 例 えば 、 心 臓 、 肝 臓 、 膝 臓 、 腫 臓 、 腎 臓 お よび 脳 な ど が 挙げ られ る 。 本 発明 の 
実体 モデ ル は 全体 と し て 、 こ の よう な ヒト の 身体 部 位 が 有する 程度 の 弾力 性 お よび 軟 質 性 
を 有する と いう 意味 で 、「 実体 ソフ トモ デル 」 と 呼ぶ こと も で きる 。 

[0016] 

本 発明 の 実体 モデ ル は 表面 層 お よび 当該 表面 層 と 隣接 し て 配置 され る 下層 を 含む も の で 
ある 。 表面 層 と 下層 と は 不可 分 に 一 体 化 し て 弾性 体 を 構成 し て いて も よい し 、 ま た は 相互 
に 離 接 可能 に 隣接 し て 弾性 体 を 構成 し て いて も よい 。 本 発明 の 実体 モデ ル は 通常 、 表 面 層 
お よび 下層 の みか ら な る 二 層 性 モデ ル で あっ て も よい し 、 ま た は 表面 層 、 下 層 お よび 当該 
下層 の 表面 層 側 と は 反対 側 に 配置 され る 深層 を 含む 三 層 性 モデ ル で あっ て も よい 。 
[0017] 

表面 層 は 弾性 材料 か ら 構 成 さ れ て お り 、 例 えば 、 有 機 系 弾性 材料 か ら 構 成 さ れ て いる 。 
表面 層 を 構成 する 有機 系 弾性 材料 と し て ポリ マー が 挙げ られ る 。 ポリ マー の 具体 例 と し て 
、 例 えば 、 シ リコ ー ン ゴム 、 イ ソ プ レ ン ゴ ム 、 ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ス チレ ン ・ ブタジエン ゴ 
ム 、 ク ロロ プレ ン ゴ ム 、 ニ トリ ル ゴ ム 、 ポ リ イ ソ ブチ レン ( ツジ チ ナル コム けり 、 エ チレ ンプ ロ 
ピレン ゴム 、 エ ピク ロ ル ヒ ドリ ン ゴ ム 、 ウ レタ ン ゴ ム 、 ゼ ラチ ン 等 が 挙げ られ る 。 本 発明 
の 実体 モデ ル と ヒト の 実際 の 身体 部 位 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 好 まし い 表 面 
層 は シリ コー ン ゴ ム ま た は ウレ タン ゴム か ら 構 成 さ れる 。 本 明細 書 中 、 弾 性 材料 と は 、 ヒ 
ト の 身体 部 位 が 有 し 得る 弾性 を 有する 材料 の こと で ある 。 
[0018] 

シリ コー ン ゴ ム は 、 実 体 モ デル の 分 野 お よび 型 取 り 母 型 用 材料 の 分 野 で 従来 か ら 使 用 さ 
れ て いる あら ゆる シリ コー ン ゴ ム が 使用 可能 で ある 。 型 取 り 母 型 用 材料 と は 、 ポ リエ ステ 
ル 樹 脂 、 ウ レタ ン 和 樹脂 、 エ ポキ シ 樹 脂 、 ワ ックス 、 石 こう 、 低 融点 合金 な ど で 複 製 を つく 
る と き の 型 取り 母 型 の た め の 材 料 の こと で ある 。 シリコーン ゴム は 、 シ ロキ サン 結合 の 繰 
り 返 し を 主 鎖 と し 、 側 基 と し て 水素 原子 、 ア ルキ ル 基 ( 例え ば 、 メ チル 基 、 エ チル 基 ) 、 
アリ ー ル 基 ( 例え ば 、 フ ェ ニ ル 基 ) 、 ア ルケ ニル 基 ( 例え ば 、 ビ ニル 基 、 ア リル 基 ) 、 ア 
ルコ キシ 基 ( 例え ば 、 メ ト キシ 基 、 エ ト キシ 基 ) 、 塩 素 原子 か ら な る 和 群 か ら 選 択 さ れる 有 
機 基 を 有する ポリ マー で あり 、 通 常 は 架橋 (硬化) され て いる 。 

(0019) 
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シリ コー ン ゴ ム は 市 販 品 と し て 入手 可能 で ある 。 シ リコ ー ン ゴム の 市 販 品 と し て 、 例 え 
ば 、KE-1308( 信越 化学 工業 株 式 会 社 製 ) が 挙げ られ る 。 

(0020) 

ウレ タン ゴム は 、 実 体 モ デル の 分 野 で 従来 か ら 使 用 され て いる あら ゆる ウレ タン ゴム が 
使用 可能 で ある 。 ウ レタ ン ゴ ム は 、 例 えば 、 ポ リエ ー テ ル ジ オ ー ル お よび ププ また は ポリ エ 
ステ ル ジ オ ー ル と ジイ ソ シ ア ネ ー ト と の 重 付加 反応 に より 得 ら れ た プレ ポリ マー で あり 、 
通常 は ポリ イソ シア ネー ト 人 化合 物 、 ポ リア ミン お よび / グ また は ポリ オー ル な ど で 架 橋 ( 硬 
化 ) され て いる 

(0021) 

ウレ タン ゴム は 市 販 品 と し て 入手 可能 で ある 。 ウ レタ ン ゴ ム の 市 販 品 と し て 、 例 えば 
タケ フレ ックス BRUSH( 竹林 化学 工業 株 式 会 社 製 ) が 挙げ られ る 。 

[0022] 
ゼラ チン は 、 人 脊椎 動物 の 白色 結合 組織 中 に 存在 する コラ ー ゲ ン を 加水 分 解 し て 得 ら れる 
誘導 蛋白 質 で ある 。 ゼ ラチ ン は 食品 工業 お よび 写真 工業 、 特 に 食品 工業 、 に お いて 広く 用 
いら れ て いる あら ゆる ゼラ チン が 使用 可能 で あり 、 分 子 量 15000~250000 の も 
の か ら な る 不 均 一 物質 で あっ て も よい 。 

[0023] 

ゼラ チン は 市 販 の 食用 製品 と し て 入手 可能 な あら ゆる も の が 使用 可能 で ある 。 
(0024) 

表面 層 を 構成 する ポリ マー は 、 後 述 す る 所 定 の 弾性 率 を 達成 で きる 限り 特に 限定 され な 
い 。 

[0025] 

表面 層 は 弾性 材料 の 他 に 硬化 剤 ( 架橋 剤 ) 、 着 色 剤 お よび 溶媒 等 の 添加 剤 を 含有 し て も 
よい 。 詳し く は 表面 層 が 上 記 ポ リマ ー の うち 、 特 に ゼラ チン 以外 の ポリ マー か ら 構 成 さ れ 
る 場合 、 表 面 層 は 通常 、 当 該 ゼ ラチ ン 以 外 の ポリ マー お よび 硬化 剤 を 含み 2. 
を 含ん で も よい 。 表 面 層 が ゼラ チン か ら 構 成 され る 場合 、 表 面 層 は 通常 、 当 談 x t > > x 
よび 溶媒 を 含み 、 さ ら に 着色 剤 を 含ん で も よい 。 

[0026] 

硬化 剤 は 、 弾 性 材料 の 架橋 の た め の 添 加 剤 で あり 、 含 有 さ れる 層 が ゼラ チン 以外 の ポリ 
マー か ら 構 成 さ れる 場合 に 含有 され る 。 硬化 剤 は 弾性 材料 の 種類 に 応じ て あら ゆる 硬化 剤 
が 使用 可能 で ある 。 例え ば 弾性 材料 と し て ポリ マー( 例え ば シリ コー ン ゴ ム ) が 使用 され 
る 場合 、 硬 化 剤 と し て は 、 ポ リマ ー( 例え ば シリ コー ン ゴ ム ) の 分 野 で 公知 の あら ゆる 人 硬 
化 剤 が 使用 可能 で ある 。 シ リコ ー ン ゴム の 硬化 剤 の 具体 例 と し て 、 例 えば 、CAT-1 3 
00L- 4 ( 信越 化学 工業 株 式 会 社 製 ) が 使用 可能 で ある 。 ウ レタ ン ゴ ム の 硬化 剤 の 具体 
例 と し て 、 例 えば 、 ポ リ イ ソ シア ネー ト 化合 物 、 ポ リア ミン お よび ププ ま た は ポリ オー ル が 
使用 可能 で ある 。 

[0027] 

表面 層 の 硬化 剤 の 含有 量 は 、 本 発明 の 実体 モデ ル の 感触 と ヒト O = ОЕ Е НОВ 
と が よく 近似 する よう な 量 で あれ ば よく 、 通 常 は 弾性 材料 に 対し て 4 0 重量 % 以下 また は 
30 0 重量 % 以下 で ある 。 

表面 層 が 弾性 材料 と し て 、 上 記 ポ リマ ー の うち 、 和 特に ウレ タン ゴム お よび ゼラ チン 以外 
の ポリ マー か ら 構 成 さ れる 場合 、 軒 層 の 硬化 剤 の 含有 量 の 下限 値 は 弾性 材料 に 対し て 例 
えば 、0 . 1 重量 % で あっ て も よい し 、1 重量 % で あっ て も よい し 、 ま た は 2 重量 % で あ 
っ て も よい 。 同様 の 場合 、 当 該 含 有 量 の 上 限 値 は 弾性 材料 に 対し て 例え ば 、40 重量 % で 
あっ て も よい し 、30 重 量 % で あっ て も よい し 、2 0 重量 % で あっ て も よい し 、15 重量 
% で あっ て も よい し 、 ま た は 1 0 重量 % で あっ て も よい 。 

[0028] 
表面 層 が 例え ば ウレ タン ゴム か ら 構 成 さ れる 場合 、 表 面 層 の 硬化 剤 の 含有 量 の 下限 値 は 
弾性 材料 に 対し て 例え ば 、0 . 1 重量 % で あっ て も よい し 、1 重量 % で あっ て も よい し 、 
10 量 % で あっ て も よい し 、 ま た は 2 0 重量 % で あっ て も よい 。 同様 の 場合 、 当 該 含有 量 
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の 上 限 値 は 弾性 材料 に 対し て 例え ば 、30 0 重量 % で あっ て も よい し 、2 0 0 重量 % で あ 
っ つて も よい し 、100 重 量 % で あっ て も よい し 、 ま た は 5 0 重量 % で あっ て も よい 。 
(0029) 

表面 層 に お ける 硬化 剤 の 含有 量 を 調整 する こと に より 、 表 面 層 の 弾性 率 を 制御 する こと 
が で きる 。 人 硬化 剤 の 含有 量 が 多い ほど 、 弾 性 率 は 一 般 に 高く な り 、 当 該 含有 量 が 少な い ほ 
ど 弾 性 率 は 一 般 に 低く な る 。 表面 層 は 塩 ( Na Cl ) を 含有 し て も よく 、 塩 の 含有 に より 
、 弾 性 率 を 増大 させ る こと が で きる 。 表面 層 が ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 表 面 層 の 硬 
化 剤 の 含有 量 は 通常 、0 重量 % で ある 。 

[0030] 
表面 層 に 含有 され る 着色 剤 は 、 実 体 モ デル が ヒト の 身体 部 位 と 同等 の 色彩 を 有する よう 
に 、 ま た は 縫合 糸 が よく 見 える よう に 、 実 体 モ デル を 着色 する 目的 で 添加 され る 添加 剤 で 
あっ て よく 、 例 えば 、 公 知 の 顔料 お よび 染料 等 が 使用 され る 。 着色 剤 の 含有 量 は 、 上 記 目 
的 が 達成 され る よう な 量 で あれ ば よい 。 

(0031) 

溶媒 は 、 含 有 さ れる 層 が ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 に 含有 され る 。 溶媒 と し て は ゼラ 
チン が 可 溶 な 液体 で あれ ば 特に 限定 され ず 、 例 えば 、 水 : お よび 酢酸 、 ト リフ ルオ ロ エ タ 
ノー ル 、 ホ ルム アミ ド 、 エ チレ ング リコ ー ル 、 ジ メチ ルス ル ホ キシ ド 等 の 有機 溶媒 が 挙げ 
ら れる 。 好ま し く は 水 で ある 。 表面 層 の 溶媒 の 含有 量 は 、 本 発明 の 実体 モデ ル の 感触 と ヒ 
F の 実際 の 身体 部 位 の 感触 と が よく 近似 する よう な 量 で あれ ば よく 、 通 常 は ゼラ チン に 対 
し て 40 重量 % 以下 で ある 。 表面 層 が 弾性 材料 と し て ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 表 面 
層 の 溶媒 の 含有 量 の 下限 値 は ゼラ チン に 対し て 例え ば 、2 重量 ел 3 重 
量 % で あっ て も よい し 、 ま た は 8 重量 % で あっ て も よい 。 同様 の 場合 、 当 該 含有 量 の 上 限 
償 は 競作 材料 に 対し て 多 え ば 、3 0 重量 %% で あっ て も よい し 、2 0 重 時 % で あっ て も よい 
し 、 ま た は 15 重 量 % で あっ て も よい 。 表面 層 が ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 表 面 層 に 
お ける 溶媒 ( 例え ば 水 ) の 含有 量 を 調整 する こと に より 、 表 面 層 の 弾性 率 を 制御 する こと 
が で きる 。 溶媒 の 含有 量 が 多い ほど 、 弾 性 率 は 一 般 に 低く な り 、 当 該 含 有 量 が 少な い ほ ど 
弾性 率 は 一 般 に 高く な る 。 表面 層 が 弾性 材料 と し て 、 上 記 ポ リマ ー の うち 、 特 に ゼラ チン 
以外 の ポリ マー か ら 構 成 さ れる 場合 、 表 面 層 の 溶媒 の 含有 量 は 通常 、0 重量 % で ある 。 
[0032] 

表面 層 の 厚み は 、 本 発明 の 実体 モデ ル が 感触 を 模 條 する ヒト の 身体 部 位 の 種類 に 応じ て 
яң. 選択 され れ ば よく 、 例 えば 、0 . 1 ~30mm、 特 に 0. 3~15 mm で あっ て よ 
い 。 

[0033] 

下層 は 、 本 発明 の 実体 モデ ル を ヒト の 身体 部 位 と し て 見 た と き 、 表 面 層 に 対し て 相対 的 
に 深層 側 に 位置 する 層 で ある 。 

(0034) 
下層 は 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 異な る 弾性 率 を 有する 弾性 材料 か ら 構 成 
され て お り 、 例 えば 、 有 機 系 弾性 材料 か ら 構 成 さ れ て いる 。 下層 を 構成 する 有機 系 弾性 材 
料 の 具体 例 と し て は 、 表 面 層 を 構成 する 有機 系 弾性 材料 と し て 例示 し た 同様 の 有機 系 弾性 
材料 ызы 22-22 22,20... 
実際 の 身体 部 位 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 好 まし い 下 層 は 、 表 面 層 を 構成 する 
i ера аз 弾性 材料 か ら 構 成 さ れ て も よい し 、 も し く は ウレ タン 
ゴム 、 シ リコ ー ン ゴム 、 シ リコ ー ン ゲル また は ゼラ チン か ら 構 成 さ れ て も よい 。 НВО 
点 か ら よ り 好 まし い 下 層 は シリ コー ン ゴ ム 、 シ リコ ー ン ゲル また は ゼラ チン か ら 構 成 さ れ 
>. 具体 的 に は 、 例 えば 、 表面 層 が シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 場合 、 下 層 は シリ コー 
ン ゴ ム 、 シ リコ ー ン ゲル また は ゼラ チン か ら 構 成 さ れる こと が 好ま し い 。 ま た 例え ば 、 表 
面 層 が ウレ タン ゴム か ら 構 成 さ れる 場合 、 下 層 は シリ コー ン ゴ ム 、 シ リコ ー ン ゲル また は 
ゼラ チン か ら 構 成 さ れる こと が 好ま し い 。 

(0035) 

下層 と 表面 層 と の 密着 の 程度 は これ ら の 層 を 構成 する 材料 の 親和 性 に 依存 する 。 


Д 


(8) 


例え ば 、 下 層 が 表 
され る 場合 、 
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町 層 を 構成 する 有機 系 弾性 材料 と 同じ 種類 の 有機 系 弾性 材料 か ら 構 成 
当該 同じ 種類 の 材料 は 相互 に 親和 性 が 高い た め 、 表面 層 は 通常 、 下 層 と 不可 


分 に 一 体 化 さ れ て いる 。 表面 層 が 下層 と 不可 分 に 一 体 化 さ れ て いる と は 、 表 面 層 を 人 力 で 


下層 か ら 引き 剥が そう と し て も 、 そ れ ら の 間 の 界面 で の 剥離 は 
また 例え ば 、 下 層 の 構成 材料 と 表面 層 の 構成 材料 と の 組み 合 
ウレ タン ゴム と の 組み 合わ せ で ある 場合 な ど 、 相 互 に 親和 


わせ が 、 


困難 な 状態 を いう 。 
арман АА 
性 が 低い 組み 合わ せ の 


ЇЕ 
ЕА 


面 層 は 下層 か ら 離 接 可能 に 一 体 化 され て いる 。 表面 層 が 下層 か ら 離 接 可能 に 一 体 化 さ れ て 


いる と は 、 手術 シミ ュ レ ーション 前 、 表 四 


両者 は 一 体 化 さ れ て いる が 、 手 術 シ ミュ レー ショ ン に より 表面 
目 か ら 表 面 層 が 下層 か ら 容 易 に 剥離 で きる 状態 を いう 。 こ の よ 
容易 に 取り 換え る こと が で きる の で 、 本 発明 の 実体 モデ ル は 経 
(0036) 

тА pk qp 2 м) 了 一 > 了 AL Cik. 8 
し て 例示 し た 同様 の 市 販 品 が 使用 可能 で ある 。 


ска 


| 層 は 下層 の 表面 の 少な く と も 一 部 を 包囲 し て 、 
層 を 切開 する と 、 


当該 切れ 


うな 場 
済 的 で ある 。 


合 、 表 面 層 を 何 回 も 


成す る シリ コー ン ゴ ム の 市 販 品 と 


下層 を 構成 する ウレ タン ゴム と し て は 、 表 面 層 を 構成 する ウレ タン ゴム の 市 販 品 と し て 


例示 し た 同様 の 市 販 品 が 使用 可能 で ある 。 


] 層 を 構成 する ゼラ チン と 同様 の 市 販 品 が 使用 可 


シリ コー ン ゲ ル の 市 販 


塩 お よび 溶媒 等 の 添加 


下層 を 構成 する ゼラ チン と し て は 、 表 直 

能 で ある 。 

下層 を 構成 する シリ コー ン ゲ ル は 市 販 品 と し て 入手 可能 で ある 。 

品 と し て 、 例 えば 、 ワ ッ カ ー・ シ リゲル ( Vecker 511 Gel ) 612A( 旭化成 ワッ カー シリ コ 
ー ン 株 式 会 社 製 ) お よび ワッ カー・ シ リゲル 612B( 旭化成 ワウ ッ カー シリ コー ン 株 式 会 社 製 
) が 挙げ られ る 。 

[0037] 

下層 も また 、 表 面 層 と 同様 に 、 弾 性 材料 の 他 に 硬化 剤 、 着 色 剤 、 

剤 を 含有 し て も よい 。 下層 に お いて も 、 塩 の 含有 に より 、 弾 性 率 を 増大 させ る こと が で き 
る 。 

[0038] 


詳し く は 下層 が 上 記 ポ リマ ー の うち 、 
、 下 層 は 通常 、 当 該 ゼ ラチ ン 以 外 の ポリ マー お よび 硬化 剤 を 含 
も よい 。 下層 が ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 層 は 通常 、 
み 、 さ ら に 着色 剤 を 含ん で も よい 。 
常 、 当 該 シ リコ ー ン ゲル お よび 溶媒 を 含み 、 
も よい が 、 通 常 は 硬化 剤 を 含ま な い 。 
(0039) 

下層 に 含有 され る 硬化 剤 お よび 溶媒 の 種類 は それ ぞ れ 、 表 面 
び 溶 媒 の 種類 と 同様 の 範囲 内 か ら 選 択 さ れ て も よい 。 
(0040) 

下層 が シリ コー ン ゲ ル お よび ゼラ チン 以外 の ポリ マー か ら #{ 


さら に 着色 剤 お よ 


特に ゼラ チン 以外 の ポリ マー か ら 構 成 さ れる 場合 


み 、 さ ら に 着色 剤 を 含ん で 


当該 ゼラ チン お よび 溶媒 を 含 
下層 が シリ コー ン ゲ ル か ら 構 成 さ れる 場合 、 


下層 は 通 


び プ また は 人 硬化 剤 を 含ん で 


成 さ れる 場合 、 


層 に 含有 され る 人 硬化 剤 お よ 


層 の 人 硬化 


剤 の 含有 量 は 、 本 発明 の 実体 モデ ル の 感触 と ヒト の 実際 の 身体 部 位 の 感触 と が 近似 する よ 


うな 量 で ある 。 
例え ば 、 下 層 お よび 表層 が シリ コー ン ゲ ル お よび ゼラ チン 以 
成 さ れる 場合 、 層 の 硬化 剤 の 含有 量 は 、 通 常 は 、 表 面 層 の 便 


ある 。 当該 場合 、 詳 し く は 、 下 層 の 人 硬化 剤 の 含有 量 は 通常 、 表 
剤 の 含有 量 範 囲 と 同様 の 範囲 内 で あっ て 、 表 面 層 の 硬化 剤 の 含 
(00411 


外 の 同じ 種類 の 材料 か ら 構 
化 剤 の 含有 量 と 異な る 量 で 
面 層 の 説明 で 」 


上 記し た 人 硬化 


有 量 と 異な る 量 で ある 。 


また 例え ば 、 下 層 お よび 表層 が シリ コー ン ゲ ル お よび ゼラ チン 以外 の 材料 で あっ て 、 相 


互 に 種類 の 異な る 材料 か ら 構 成 さ れる 場合 、 下 層 の 硬化 剤 の 含有 量 は 通常 、 下 層 を + 


る 材料 の 弾性 率 が 表 
[0042] 
тиЕЯУУЗ-УУЛМБЕ tS +X kO RU v — 2 b Ë 


町 層 を 構成 する 材料 の 弾性 率 と 異な る よう 


成す 


な 量 で あれ ば よい 。 


成 さ れる 場合 、 


表面 層 に お 
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いて と 同様 に 、 下 層 に お ける 硬化 剤 の 含有 量 を 
する こと が で きる 。 
(0043) 

下層 が シリ コー ン ゲ ル お よび ノ ま た は ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 下 層 の 硬化 剤 の 含 
有 量 は 、 通 常 、0 重量 % で ある 。 

[0044] 

下層 が シリ コー ン ゲ ル お よび ノノ また は ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 下 層 の 溶媒 の 含有 
量 は 、 本 発明 の 実体 モデ ル の 感触 と ヒト の 実際 の 身体 部 位 の 感触 と が 近似 する よう な 量 で 
ある 。 

(0045) 

下層 が ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 下 層 の 溶媒 の 含有 量 は 、 通 常 は 、 表 面 層 の 溶媒 の 
含有 量 と 異な る 量 で ある 。 当該 場合 、 詳 し く は 、 下 層 の 溶媒 の 含有 量 は 通常 、 ゼ ラチ ン か 
ら 構成 され る 表面 層 の 説明 で 上 記し た 溶媒 の 含有 量 範囲 と 同様 の 範囲 内 で あっ て 、 表 面 層 
の 溶媒 の 含有 量 と 異な る 量 で ある 。 

(0046) 

下層 が シリ コー ン ゲ ル か ら 構 成 さ れる 場合 、 層 の 溶媒 の 含有 量 は 通常 、 下 層 を 構成 す 
る 材料 の 弾性 率 が 表面 層 を 構成 する 材料 の 弾性 率 と 異な る よう な 量 で あれ ば よい 。 
(0047) 

下層 が シリ コー ン ゲ ル お よび ノ ま た は ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 町 層 に お いて と 
同様 に 、 下 層 に お ける 溶媒 の 含有 量 を 調整 する こと に より 、 下 層 の 弾性 率 を 制御 する こと 
が で きる 。 下層 が シリ コー ン ゲ ル お よび ゼラ チン 以外 の ポリ マー か ら 構 成 さ れる 場合 、 
層 の 溶媒 の 含有 量 は 、 通 常 、0 重量 % で ある 。 

(0048) 

下層 に 含有 され る 着色 剤 の 種類 お よび 含有 量 は それ ぞ れ 、 表 面 
種類 お よび 含有 量 と 同様 の 範囲 内 か ら 選 択 さ れ て も よい 。 
(0049) 

下層 の 厚み は 、 本 発明 の 実体 モデ ル が 感触 を 模 條 する ヒト の 身体 部 位 の 種類 に 応じ て 適 
宜 、 選択 さ れれ ば よい 。 

(0050) 

表面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 ( 以下 、 単 に 「 表面 層 の 弾性 率 」 と いう こと が ある 
) お よび 下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 ( 以下 、 単 に 「 下層 の 弾性 率 」 と いう こと が あ 
>) は 、 表 面 層 の 表面 か ら 下 層 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 が ヒト の 実際 の 身体 部 位 の 
表面 か ら 内 部 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 と 近似 する よう に 、 調 整 さ れ て いる 。 表面 層 
お よび 下層 の 弾性 率 は 、 例 えば 、 表 面 層 の 表面 か ら 下 層 に 向かっ て 押圧 し た と き の 弾 性 率 
( 以下 、「 弾性 率 A」 と いう こと が ある ) が ヒト の 実際 の 身体 部 位 の 表面 か ら 内 部 に 向 か 
っ て 押圧 し た と き の 弾 性 率 ( 以下 、「 弾性 率 B」 と いう こと が ある ) と 近似 する よう に 、 
調整 され て いる 。 弾性 率 A が 弾性 率 B と 近似 する と は 、 弾 性 率 A が 弾性 率 B の - 1 0 —+ 
10%、 好 まし く は - 5 ~+5 % の 範囲 内 で ある こと を 意味 する 。 

(0051) 

表面 層 の 弾性 率 と 下層 の 弾性 率 と の 大 小関 係 は 、 実 体 モ デル が 有する 形状 の 種類 に 応じ 
て 異な り 、 例 えば 、 下 層 の 弾性 率 は 表面 層 の 弾性 率 よ り も 、 低 く て も よい し 、 ま た は 高く 
て も よい 。 

(0052) 

本 明細 書 中 、 弾 性 率 は 例え ば ヤン グ 率 で あっ て も よい 。 本 明細 書 中 、 弾 性 率 は 複素 弾性 
率 の 値 を 用 いる も の と する 。 複素 弾性 率 は 、JI S K6394:2007「 加 硫 ゴ ム 及 
伏 热 可 塑性 了 和 人 - 動 的 性 質 の 求め 方 - 一 般 指針 」 に 従う 動 的 粘 弾 性 試験 ( 周波 数 分 散 ) に 
基づく 値 で ある 。 詳 しく は 、 以 下 の 条 件 で 測定 する こと が で きる 。 試 験 刻 は 直径 3 ~6 m 
m お よび 高 さ 3 ~5 mm の 円 柱状 試験 感 を 用 いる 。 
測定 モー ド : 圧縮 モー ド 
測定 周波 数 : 1 Hz 


周 整 する こと に より 、 下 層 の 弾性 率 を 制御 
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测定 温度 : 2 3 で 
静 的 ひずみ : 5 % 
動 的 ひずみ : 1 % 


使用 試験 機 : TA INSTRUMENTS 製 粘 弾 性 測定 装置 RS A- 3 
(0053) 

後述 する 損失 正 接 も また 、 上 記 複 素 弾性 率 と 同様 の 方 法 に より 測定 する こと が で きる 。 
(0054) 

ЖН. АКОЖИЕВЫХ, ҮБЕО2% 6+5. 以下 の 実施 態様 メ X、Y お よび XX 


の 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 上 記し た 表面 層 お よび 下層 に 対応 する も の で ある 。 
(0055) 
< 3 Ja Rë pR X > 

本 実施 態様 X ベ に お いて は 、 下 層 の 弾性 率 は 表面 層 の 弾性 率 よ り も 低い 。 

例え ば 、 実 体 モ デル が 乳房 、 臓 器 ( 特に 内 蔵 ) 、 口 慎 、 外 鼻 、 眼 険 、 顔 面 、 お よび その 
他 の 皮膚 構造 体 か の ら な る 群 ( 以下 、 単 に 「 群 X」 と いう こと が ある ) か ら 選択 され る ヒト 
の 身体 部 位 に お ける 全体 形状 また は その 一 部 の 形状 と 同等 の 形状 を 有 し て いる 場合 、 下 層 
の 弾性 率 は 表面 層 の 弾性 率 よ り も 低い 。 こ の 場合 の 下層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 、 本 実施 
態様 の 実体 モデ ル の 感触 と ヒト の 実際 の 身体 部 位 の 感触 と が よく 近似 する よう に 調整 され 
れ ば よく 、 例 えば 、 下 層 の 弾性 率 は 表面 層 の 弾性 率 に 対し て 、 通 常 、1~ て 99.9%、 特 
21--99 % の 範囲 内 で あり 、 好 まし く は 1 て 80%、 よ り 好 まし く は 1 ~7 0 % で ある 
。 下層 の 弾性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 通常 、1 : 1 . 2 て 1 : 1 0 0 で あり 、 好 ま 
し く は 1 жер .5~1 : 100 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 : 2—1 : 100 €I U . きら 
に 好ま し く は 1 : 2 て 1 : 80 、 最 も 好ま し く は 1 : 2 て 1 : 50 で ある 。 

【0056】 

実体 モデ ル が 上 記し た 群 双 か ら 選 択 さ れる ヒト の 身体 部 位 と 同等 の 形状 を 有 し て いる 場 
合 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 

下層 : 0.1x102<5.0x105 Pa、 好 まし く は 1 . 0Xx103 4-1. 5х1 
0° Pa 、 よ り 好 まし く は 5 . 0x103 ~1.2x10? Pa ; 

表面 層 : 1. 0x104~1.0x1086 Pa、 好 まし く は 5 、 0X10 さ と ん 7 ひえ 
105 Pa 、 よ り 好 まし く は 1 а къ? на 0102 Pa。 

(0057) 

下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 
値 は 、 本 発明 の 実体 モデ ル と ヒト の 実際 の 身体 部 位 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 

1.0x104~1.0x108 Pa で ある こと が 好ま し く 、5 .0Xx1014~1. 0 
x108 Pa で ある こと が より 好ま し く 、1 .0Xx10? ~5.0x10 Pa で ある と 
と が さら に 好ま し い 。 

(0058) 

実体 モデ ル が 上 記し た 和 群 X か ら 選 択 さ れる ヒト の 身体 部 位 と 同等 の 形状 を 有 し て いる 場 
合 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

下層 : 0.1 >~0. 9 、 好 まし く は 0 .15~0. 85; 

表面 層 : 0. 1 ~0. 9 、 好 まし く は 0 . 1 ~0. 5 、 よ り 好 まし く は 0 .15 ~0. 
42% 

(0059) 

本 実施 態様 X ベ に お いて は 、 表 面 層 お よび 下層 を 構成 する 弾性 材料 は それ ぞ れ 独立 し て 上 
記し た 範囲 内 か ら 選 択 さ れ て よい 。 本 実施 態様 X ベ に お いて は 、 本 発明 の 実体 モデ ル と ヒト 
の 実際 の 身体 部 位 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 は シ 
リコ ー ン ゴム また は ポリ ウレ タン ゴム で あり 、 下 層 を 構成 する 弾性 材料 が シリ コー ン ゴ ム 
、 シ リコ ー ン ゲル また は ゼラ チン で ある 。 

(0060) 

ЖИЕНЫХСБОС, Gmm) kO F sc 5 D 2 klip k O: Z š Е We O ЕНЕ 
В, 表面 層 お よび 下層 が 上 記し た 弾性 率 の 関係 を 有する よう に 、 適 宜 、 設 定 お よび 選択 さ 
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れれ ば よい 。 
(0061) 
本 実施 態様 X ベ に お いて 、 表 面 層 お よび 下層 の 厚み は それ ぞ れ 上 記し た 通り で あっ て よい 


(0062) 

本 実施 態様 X は 以下 の 実施 態様 x1 て x 7 を 包含 する 。 以下 の 実施 態様 x1 — x 7 の 表 
面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 上 記し た 表面 層 お よび 下層 に 対応 する も の と する 。 
[0063] 
実施 態様 x 1 ) 
実施 態様 x 1 に 係る 実体 モデ ル は 、 上 記し た 群 X の うち 、 乳 房 ( 特に 左 乳房 ) と 同等 の 
用 状 を 有する 。 本 実施 態様 に お いて 、 諾 乳房 の 形状 を 有する 実体 モデ ル 1 0 A は 図 1 ( A 
) に 示す よう な 全体 形状 を 有 し 、 図 1 ( B) また は 図 1(C) ) に 示す よう な 断面 構造 を 
有する 。 図 1 ( A) は 実体 モデ ル 1 0 A の 全体 形状 を 示す 概略 図 で あり 、 図 1(B) は 図 
1 (А) の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断面 図 の 一 例 を 示し 、 図 1 (С) は 図 1 
(А) の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断 面 図 の 別 の 一 例 を 示す 。 図 1 ( B ) に お 
いて 表面 層 1 A は 下層 2 A の 片側 の 全面 を 覆っ て いる が 、 所 望 の 手術 部 位 に 応じ て 下層 2 
A の 一 部 の 表面 を 覆っ て いて も よい 。 図 1 ( C) に お いて 表面 層 1 A は 下層 2 A の ほぼ 全 
面 を 覆っ て いる 。 本 実施 態様 に お いて 、 表 面 層 1 A は 乳房 の 皮膚 (表皮 だ お よび 真皮 を 含む 
) に 対応 し 、 下 層 2 A は 乳房 の 皮下 組織 ( 乳腺 組織 お よび 脂肪 を 含む ) に 対応 する 。 
(0064) 

本 実施 態様 に お いて は 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 乳房 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観 
点 か ら 、 下 層 2 A の 弾性 率 は 表面 層 1 A の 弾性 率 に 対し て 1 —9 9 % の 範囲 内 で ある こと 
が 好ま し く 、1 て 80 % が より 好ま し く 、1 < て 70% が さら に 好ま し く 、1< て 50 % が 最 
も 好ま し い 。 下層 の 弾性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 通常 、1 : 1.2 —1 : 100 で 
あり 、 好 まし く は 1 Т Б :100 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 е 5 —1: : 8 0 
で あり 、 さ ら に 好ま し く は 1 : 2 て 1 : 50 で ある 。 

(0065) 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

下層 : 0.1Xx103~5.0x10? Pa、 好 まし く は 1 . 0Xx103 ~1. 5х1 
0° Pa 、 よ り 好 まし く は 5 . 0x103 ~1.2Xx10? Pa; 

表面 層 : 1 . 0 X 105 ~1.0x1086 Pa、 好 まし く は 2 ТОТО ОР 7. 0 Xx 
105 Pa 、 よ り 好 まし く は 2 . 55X105 ~4.0x105 Pa。 

(0066) 

下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 
値 は 、 本 実施 態様 の 乳房 モデ ル と ヒト の 実際 の 乳房 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観点 か ら 
.5.0x1012-—1.0x106% ае СЕРЕ 4 l l1.0x10°5 1. 0 
x1 056 Pa で ある こと が より 好ま し く 、1 0961 0 тор. ЮО АРА А 
と が さら に 好ま し い 。 

(0067) 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 

下層 : 0.1 >~0. 9 、 好 まし く は 0 .15~0. 85; 

表面 層 : 0 . 1 ~0. 5 、 好 まし く は 0 . 1 ~0 . 4 、 よ り 好 まし く は 0 .15 ~0. 
сы 
(0068) 

本 実施 態様 に 係る 乳房 モデ ル は 、 実体 モデ ル と ヒト の 実際 の 乳房 と の 感触 の より 一層 の 
近似 の 観点 か ら 、 非 下垂 型 ( 若年 型 ) お よび 下垂 型 ( 老年 型 ) を 包含 する 。 
(0069) 

非 下垂 型 乳房 モデ ル に お いて は 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 乳房 と の 感触 の より 一層 の 
近似 の 観点 か ら 、 下 層 2 A の 弾性 率 は 表面 層 1 A の 弾性 率 に 対し て 10^-99% が 好ま し 
く 、2 0 ~9 9 % が より 好ま し く 、2 0 ~80% が さら に 好ま し く 、20~50% の 範囲 
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内 で ある こと が 最も 好ま し い 。 下層 の 弾性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 好ま し く は 1 : 
1 .2 < て 1 : 50 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 : 1 .5 て 1 : 20 で あり 、 さ ら に 好ま し く 
は 1 : 2 て 1 0 で ある 。 

(0070) 

非 下垂 型 乳房 モデ ル に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で あ 


>: 
下層 : 1 . 0XxX103~5.0Xx10 Pa、 好 まし く は 1 . окт оО 1-1. 5х1 
0° Pa 、 よ り 好 まし く は 5 . 0x104~1.5XxX10? Pa; 

表面 層 : 1. 0 X 105 51, ОХ105 Pa、 好 まし く は 2 .0x105 мт, ОХ 
10° Pa 、 よ り 好 まし く は 2 . 5X105 ~4.0x10? Pa。 

(0071) 

非 下垂 型 乳房 モデ ル に お いて は 、 下 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 す 
る 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 値 は 、 本 発明 の 乳房 モデ ル と ヒト の 実際 の 乳房 と の 感触 
の より 一 層 の 近似 の 観点 か ら 、5 . 0 х10 4 -1. 0ж1 08 Pa で ある こと が 好ま し 
く 、1.0Xx105 ~1.0x106 Pa で ある こと が より 好ま し く 、1.0x105 ~ 
5.0X10? Pa で ある こと が さら に 好ま し い 。 

[0072] 

非 下垂 型 乳房 モデ ル に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で 
ある : 

下層 : 0 . 1 て 0 . 5 、 好 まし く は 0 . 1 て 0 . 4、 よ り 好 まし く は 0.15<0. 3 


表面 層 : 0 . 1 ~0. 5 、 好 まし く は 0O . 1-0. 4、 よ り 好 まし く は 0.15<0. 
[0073] 

下垂 型 乳 房 モ デル に お いて は 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 乳房 と の 感触 の より 一 層 の 近 
似 の 観点 か ら 、 下 層 2 A の 弾性 率 は 表面 層 1 A の 弾性 率 に 対し て 1 ~50% が 好ま し く 、 
1 1 9 % が より 好ま し く 、1 て 1 0 % が さら に 好ま し く 、1 < て 5% の 範囲 内 で ある こと 
が 最も 好ま し い 。 下層 の 弾性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 好ま し く は 1 : 5 — 1 : 10 
0 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 : 1 0 て 1 : 100 で あり 、 さ ら に 好ま し く は 1 : 1 0 て 1 
: 8 0 で あり 、 最 も 好ま し く は 1 : 1 5 1:50 で ある 。 

[0074] 

下垂 型 乳房 モデ ル に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある 


下層 : 0.1x103~1.0x10? Pa、 好 まし く は 1 .0Xx103~5 . 0 マ x1 
04Pa、 よ り 好 まし く は 5 .0x103~5.0x1014Pa; 

表面 層 : 1 . 0 X 105 ~1.0x106 Pa、 好 まし く は 2 . 00x105 7. ОХ 
10° Pa 、 よ り 好 まし く は 2 . 5XxX105 ~4. 0x105 Pa。 

(0075) 

下垂 型 乳房 モデ ル に お いて は 、 下 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 
弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 値 は 、 本 発明 の 乳房 モデ ル と ヒト の 実際 の 乳房 と の 感触 の 
より 一 層 の 近似 の 観点 か ら 、5 . 00х10 て 1 .0※X10?5 Pa で ある こと が 好ま し く 
1.0x10? ~1.0x1096 Pa で ある こと が より 好ま し く 、1.0x10? ~5 
.0Х109Ра で ある こと が さら に 好ま し い 。 

(0076) 
下垂 型 乳 房 モ デル に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で あ 


る 


下層 : 0.1>~0. 9 、 好 まし く は 0 . 5 ~0. 9 、 よ り 好 まし く は 0 . 6 ~0. 9; 
表面 層 : 0.1~0. 5 、 好 まし く は 0 . 10. 4 、 よ り 好 まし く は 0 . 150. 
3 。 

[0077] 
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本 実施 態様 の 実体 モブ デル に お いて は 、 表 面 層 1 A と 下層 2 A と の 体積 比 は 通常 、0 . 1 
:99.9<50:50、 特 に 1 :99< て 50 : 50 で あり 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 
乳房 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観点 か ら 、 好 まし く は 1 : 99 —<—30 : тоть), z 
り 好 まし く は 1 : 99 ~20: 80 で あり 、 さ ら に 好ま し く は 1 : 99 —10: 90 で あ 
5% 

(0078) 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 2 A お よび 表面 層 1 A の 厚み ふ は それ ぞ れ 通常 、 以 下 の 範 囲 
内 で ある : 

下層 2 A の 厚み も t 。、: 10 ~1 5 0 тт; 

表面 層 1 A の 厚み t 」。 ム : 0. 3~10mm、 好 まし く は 0. 3 ~5 mm、 よ り 好 まし 
く は 0 . 3 ~2mm。 

本 明細 書 中 、 厚 み に つ いて の 数 値 範囲 は 、 当 該 厚 み が 当 該 数 値 範囲 内 で 変化 し て いて も 
よい 、 と いう 意味 で ある 。 

(0079) 

本 実施 態様 の 乳房 モデ ル に お いて 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 前 記し た 弾性 材料 か ら 
構成 され て いて よい が 、 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム ま た は ウレ タン ゴム か ら 構 成 
され 、 下 層 は ゼラ チン 、 シ リコ ー ン ゲル また は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 よ り 好 ま 
し く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム ま た は ウレ タン ゴム か ら 構 成 さ れ 、 下 層 は ゼラ チン また は 
シリ コー ン ゲ ル か ら 構 成 さ れる 。 

(0080) 

本 実施 態様 に お いて 下層 2 A は 、 図 1 (В) に 示す よう に 、 湾 曲 状 支持 体 3 A に よっ て 
支持 され て いる こと が 好ま し い 。 湾 曲 状 支持 体 3 A は 、 実 際 の 乳房 と 肺 と の 間 に 位 置 す る 
胸壁 に 対応 する 。 胸壁 は 肪 骨 と 肪 間 筋 と か ら な り 、 湾 曲 状 支持 体 3 A は 当該 胸壁 と 同等 の 
湾曲 形状 を 有する 。 図 1 ( B) に お いて は 、 左 乳房 を 示す た め 、 左 脇 側 に 対応 する 図面 上 
の 右側 に 向かっ て 湾曲 下降 し て いる 。 本 実施 態様 の 乳房 モデ ル 1 0 A 人 は 、 下 層 2 A の 下部 
に 湾曲 状 支 持 体 3 A を 有する こと に より 、 実 際 の 乳房 と 同 程度 に 重量 方 向 へ の 下垂 形状 を 
有 し 易く な る た め 、 実 際 の 乳房 の 手術 に より 一 層 、 近 似 し た 手術 シミ ュ レ ーション を 行う 
こと が で きる 。 WHIIK3 А AA は 、 そ の 上 に 配置 され る 下層 2 A お よび 表面 層 1 A を 支 
持 で きる 程度 の 硬 さ お よび 強度 を 有する 限り 、 い か な る 材料 か ら 構 成 さ れ て いて も よい 。 
湾曲 状 支持 体 3 ん の 構成 材料 と し て 、 例 えば 、 シ リコ ー ン ゴム 、 石 こう 、 プ ラス チッ ク 、 
金属 等 が 挙げ られ る 。 

(0081) 

МІ (в) に お いて 、 湾 曲 状 支持 体 3 A と 型 枠 5 A の 底部 と の 間 に 空 洞 が 形 
る が 、 当 該 空 洞 は シリ コー ン ゴ ム 、 石 こう 、 プ ラス チッ ク 等 の 充填 材 に より 充 
て も よい し 、 ま た は 型 枠 5 A の 度 部 を 用 いる こと な く 、 湾 曲 状 支持 体 3 A を 型 枠 の 底部 と 
し て 用 いて も よい 。 

[0082] 

乳房 モデ ル 1 0 A は 、 保 形 性 の 観点 か ら 、 図 1 (В) C 83 k 2 КН 5 A を 有する こ 
と が 好ま し い が 、 必 ず し も 有 さ な けれ ば な ら な いと いう わけ で は な い 。 

乳房 モデ ル 1 0 A は 、 実 際 の 乳房 の 重力 方 向 へ の 下垂 性 の 観点 か ら 、 図 1 (C) に 示す 
ЕЗІ, 表面 層 1 A が 下層 2 A の ほぼ 全 面 を 覆っ て いる こと が 好ま し い 。 

[0083] 
( 実施 態様 x 2 ) 

実施 態様 x 2 に 係る 実体 モデ ル は 、 上 記し た 群 X メ の うち 、 有 臓器 、 特 に 肝臓 、 と 同等 の 形 
状 を 有する 。 本 実施 態様 に お いて 、 肝臓 の 形状 を 有する 実体 モデ ル 1 0B は 図 2(A) С 
示す よう な 全体 形状 を 有 し 、 図 2 (В) に 示す よう な 断面 構造 を 有する 。 図 2(A) ВЕ 
体 モ デル 1 ОВ の 全体 形状 を 示す 概略 図 で あり 、 図 2 (B) は 図 2(A) の PP 断面 を 矢 
印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断面 図 を 示す 。 図 2 ( A) お よび 図 2 (В) に お いて 、 表 面 層 1 
B は 下層 2 B の 全 表 面 を 覆っ て いる が 、 所 望 の 手術 部 位 に 応じ て 下層 2 B の 一 部 の 表面 を 
覆っ て いて も よい 。 本 実施 態様 に お いて 、 表 面 層 1 B は 肝臓 の 被膜 に 対応 し 、 下 層 2 В は 
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肝臓 の 実質 に 対応 する 。 
(0084) 

本 実施 態様 に お いて は 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 臓器 ( 特に 肝臓 ) と の 感触 の より 一 
層 の 近似 の 観点 か ら 、 下 層 2 B の 弾性 率 は 表面 層 1 В の 弾性 率 に 対し て 1 ~9 9 %、 特 に 
20~99% の 範囲 内 で ある こと が 好ま し い 。 下層 の 弾性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 
好ま し く は 1 : 5 ~1 : 100 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 : 10~1 : 100 で ある 。 
[0085] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

下層 : 0.1Xx103~5.0x105 Pa、 好 まし く は 1 . 0x103 ~1. 5х1 
бе Pa 、 よ り 好 まし く は 5 . 0x103 ~1.2Xx10? Вай 

表面 層 : 1 . 0 X 105 ~1.0x1086 Pa、 好 まし く は 2 .0x10? 7. 0 Xx 
105 Pa 、 よ り 好 まし く は 2 . 5XxX105 ~4.0x105 Pa。 

(0086) 

下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 
値 は 、 本 実施 態様 の 臓器 モデ ル と ヒト の 実際 の 臓器 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観点 か ら 
Ба Деко —-—1.0x10 ° ° Pa で ある こと が 好ま し く 、1.0x10! ~1. 0 
x1 056 Pa で ある こと が より 好ま し く 、1 .0Xx10? ~5.0x103 Pa で ある こ 
と が さら に 好ま し い 。 

[0087] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 

下層 : 0. 1 О 9 、 好 まし く は 0 .15~0. 85; 

表面 層 : 0 . 1 ~0. 5 、 好 まし く は 0 . 1 ~0. 4 、 よ り 好 まし く は 0 .15 ~0. 
3 。 
(0088) 

本 実施 態様 に お いて は 、 表 面 層 1 B の 厚み は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

表面 層 1 B の 厚み t 」』。:0.3< て 2mm。 

下層 2 B の 厚み は 、 全 体 厚み ふ T 。 が ヒト の 実際 の 肝臓 と 同 程度 で ある 限り 、 特 に 限定 さ 
れ な い 。 

(0089) 

本 実施 態様 の 臓器 モデ ル に お いて 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 前 記し た 弾性 材料 か ら 
構成 され て いて よい が 、 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム ま た は ウレ タン ゴム か ら 構 成 
され 、 下 層 は ゼラ チン 、 シ リコ ー ン ゲル 、 ウ レタ ン ゴ ム ま た は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ 
れる 。 よ り 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れ 、 下 層 は ゼラ チン か ら 構 成 さ 
れる 。 

(0090) 

実施 態様 x 3) 
実施 態様 x 3 に 係る 実体 モデ ル は 、 上 記し た 群 双 の うち 、 口 唇 、 特 に 下 口唇 、 と 同等 の 
有 状 を 有する 。 本 実施 態様 の 実体 モデ ル 1 0C は 、 図 3 ( A) に 示す よう な 口唇 の 全体 形 
状 を 有 し 、 そ の 下品 唇 は 図 3 ( B ) に 示す よう な 断面 構造 を 有する 。 図 3( A) は 口唇 の 
全体 形状 を 有する 本 実施 態様 の 実体 モデ ル の 一 例 の 概略 図 で あり 、 図 3(B) ЕМЗ(А 
) の 口唇 の うち 下 口 唇 に お ける PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断面 図 を 示す 。 図 3 
(А) お よび 図 3( B) に お いて 表面 層 1C は 下層 2C の 全 表 面 を 覆っ て いる が 、 所 望 の 
手術 部 位 に 応じ て 下層 2 C の 一 部 の 表面 を 覆っ て いて も よい 。 本 実施 態様 に お いて 、 表 面 
層 1 C は 口唇 の 皮膚 ( 表皮 お よび 真皮 を 含む ) に 対応 し 、 下 層 2 C は 日 唇 の 皮下 組織 ( 筋 
層 お よび 脂肪 を 含む ) に 対応 する 。 

(0091) 

本 実施 態様 に お いて は 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 口唇 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観 
点 か ら 、 下 層 2C の 弾性 率 は 表面 層 1C の 弾性 率 に 対し て 10~-80% の 範囲 内 で ある こ 
と が 好ま し く 、10~7 0 % が より 好ま し く 、10~50% が さら に 好ま し い 。 下層 の 弾 
性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 好ま し く は 1 : 1 .5 て 1 : 1 0 で あり 、 よ り 好 まし く 
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は 1 : 2 ~1 :10 で あり 、 さ ら に 好ま し く は 1 : 2 ~1 : 5 で ある 。 
(0092) 
本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 
下層 : 1 . 0Xx103~5.0x10 Pa、 好 まし く は 5 .0Xx103~1. 5х1 
0° Pa 、 よ り 好 まし く は 1 . 0x104~1.2x105 Pa ; 

表面 層 : 1. 0 X105 ~1.0x108 Ра, ##0< 2. 0 х10° 7. Ох 
Го Pa 、 よ り 好 まし く は 2 . 0 x105 ~4.0x10? Pa。 

(0093) 

下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 
値 は 、 本 実施 態様 の 口唇 モデ ル と ヒト の 実際 の 口唇 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 
.5.0x101 2 —1.0x10 °k Pa で ある こと が 好ま し く 、1.0x10! 4.1. 0 
x1086 Pa で ある こと が より 好ま し く 、1 . ОЧ ~5.0x10? Pa で ある こ 
と が さら に 好ま し い 。 

(0094) 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 
下層 : 0 . 1 て 0 . 5 、 好 まし く は 0 . 1 て 0 . 4、 よ り 好 まし く は 0.15<0. 3 


表面 層 : 0 . 1 0 . 5 、 好 まし く は 0 . 1 て 0. 4、 よ り 好 まし く は 0.15<0. 
Зу 
[0095] 

本 実施 態様 に お いて は 、 表 面 層 1 C の 厚み は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

表面 層 1C の 厚み {t уос: 0. З ~ З mm, 

下層 2 C の 厚み は 、 “ЖАНАТ 。 が ヒト の 実際 の 下 口 唇 の 全体 厚み と 同 程度 で ある 限り 
、 特 に 限定 され な い 。 

(0096) 

本 実施 態様 の 口唇 モデ ル に お いて 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 前 記し た 弾性 材料 か ら 
構成 され て いて よい が 、 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム ま た は ウレ タン ゴム か ら 構 成 
され 、 下 層 は ゼラ チン また は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 よ り 好 まし く は 表面 層 は シ 
リコ ー ン ゴム また は ウレ タン ゴム か ら 構 成 さ れ 、 下 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 
(0097) 

Ж Ж Jü 88 pR Бета, БАХОР ПЕВА ОМКА ЫҢ 4 2 < z 25 G 5 


° 


[0098] 
( 実施 態様 x 4) 

実施 態様 x 4 に 係る 実体 モデ ル は 、 上 記し た 群 X の うち 、 皮 膚 お よび 皮下 組織 か ら な る 
皮膚 構造 体 と 同等 の 形状 を 有する 。 本 実施 態様 の 実体 モデ ル 1 0 D は 皮膚 構造 体形 状 を 有 
し 、 図 4 に 示す よう な 断面 構造 を 有する 。 図 4 の 実体 モデ ル 1 0 D に お いて 表面 層 1 D は 
下層 2 D の 片側 の 全面 を 覆っ て いる が 、 所 望 の 手術 部 位 に 応じ て 下層 2 D の 一 部 の 表面 を 
覆っ て いて も よい 。 本 実施 態様 に お いて 、 表 面 層 1 D は 皮膚 構造 体 の 皮膚 ( 表皮 お よび 真 
皮 を 含む ) に 対応 し 、 下 層 2 D は 皮膚 構造 体 の 皮下 組織 ( 筋 層 お よび 脂肪 を 含む ) に 対応 
する 。 

(0099) 

本 実施 態様 に お いて は 、 実体 モデ ル と ヒト の 実際 の 皮膚 構造 体 と の 感触 の より 一 層 の 近 
似 の 観点 か ら 、 下 層 2 D の 弾性 率 は 表面 層 1D の 弾性 率 に 対し て 10~<ー80%、 特 に 10 
~7 0 % の 範囲 内 で ある こと が 好ま し い 。 下層 の 弾性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 好ま 
し く は 1 : 231: 10 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 : 3 て 1 : 5 で ある 。 

[0100] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

F: 1. Она ОООО УРСА ЕЛ ЕЕ; 0X1 0 や 1. 5х1 
0° Pa 、 よ り 好 まし く は 1 . 0x104~1.2Xx10? Pa; 
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表面 層 : 1.0X105 -1. 0ж10 8 Ра, ##0и< 2. 0 х10° ~7. Ох 
105 Pa 、 よ り 好 まし く は 2 . 0 x105 ~4. 0x105 Pa。 

[0101] 

下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 
値 は 、 本 実施 態様 の 皮膚 構造 体 モ デル と ヒト の 実際 の 皮膚 構造 体 た の 感触 の より 一層 の 近 
似 の 観点 か ら 、5 . 0х104 て と 1 .0X108 Pa で ある こと が 好ま し く 、1 . 0 x1 
0 9 “1. 0x10°% ° Pa で ある こと が より 好ま し く 、1.0x10 5. 0x10°5 
Pa で ある こと が さら に 好ま し い 。 

[0102] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 
下層 : 0 . 1 て 0 . 5 、 好 まし く は 0 . 1 て 0 . 4、 よ り 好 まし く は 0.15<0O. 3 


表面 層 : 0 . 1 ~0. 5、 好 まし く は 0O . 1 ~0 . 4 、 よ り 好 まし く は 0 . 15 ~0. 
З 
[0103] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 2 D お よび 表面 層 1D の 厚み は それ ぞ れ 通常 、 以 下 の 範囲 
内 で ある : 

下層 2 D の 厚み t р: 2 ~6 0 мт; 

表面 層 1 D の 厚み t 」。:0.3 て 3mm。 

[0104] 

本 実施 態様 の 皮膚 構造 体 モ デル に お いて 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 前 記し た 弾性 材 
料 か ら 構 成 さ れ て いて よい が 、 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れ 、 下 層 は 
ゼラ チン また は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 よ り 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム 
か ら 構成 され 、 下 層 は ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 。 

[0105] 
( 実施 態様 x 5 ) 

実施 態様 x 5 に 係る 実体 モデ ル は 、 上 記し た 群 双 の うち 、 外 鼻 と 同等 の 形状 を 有する 。 
本 実施 態様 の 実体 モブ デル 1 0E は 、 図 5(A) に 示す よう な 外 鼻 の 全体 形状 を 有 し 、 そ の 
鼻 翼 は 図 5 (В) に 示す よう な 断面 構造 を 有する 。 図 5(A) は 外 上 鼻 の 全体 形状 を 有する 
本 実施 態様 の 実体 モデ ル の 一 例 の 概略 図 で あり 、 図 5(B) は 図 5(A) の 外 鼻 の うち 上 鼻 
翼 に お ける PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断 面 図 を 示す 。 図 5 ( A)〉) お よび 図 5 ( 
B) に お いて 表面 層 1 E は 下層 2E の 全 表 面 を 覆っ て いる が 、 所 望 の 手術 部 位 に 応じ て 下 
層 2 EE の 一 部 の 表面 を 覆っ て いて も よい 。 本 実施 態様 に お いて 、 表 面 層 1 E は 外 鼻 の 皮膚 
( 表皮 お よび 真皮 を 含む ) に 対応 し 、 下 層 2 E は 外 鼻 の 皮下 組織 ( 筋 層 、 軟 骨 お よび 脂肪 
を 含む ) に 対応 する 。 

[0106] 

本 実施 態様 に お いて は 、 実体 モデ ル と ヒト の 実際 の 外 鼻 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観 
点 か ら 、 下 層 2E の 弾性 率 は 表面 層 1E の 弾性 率 に 対し て 10~-80% の 範囲 内 で ある こ 
と が 好ま し く 、10~7 0 % が より 好ま し く 、30>~6 0 % が さら に 好ま し い 。 下層 の 弾 
性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 好ま し く は 1 : 1.51: 10 で あり 、 よ り 好 まし く 
は ) 1 Бон :10 で あり 、 さ ら に 好ま し く は 1 : 2 ~1 : 5 で ある 。 
[0107] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

下層 : 1. 0x103~2.0Xx10? Pa、 好 まし く は 5 .0Xx103~1. 5х1 
05 Pa 、 よ り 好 まし く は 5 . 0x104~1.2Xx10? Pa; 

表面 層 : 0. 5 X105 0. 5 ХО" Pa、 好 まし く は 1 . 0х105 5. Ох 
10? Pa 、 よ り 好 まし く は 1 . 00x10 ~3.0x10? Pa。 

[0108] 

下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 
値 は 、 本 実施 態様 の 外 鼻 モデ ル と ヒト の 実際 の 外 鼻 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観点 か ら 
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1.0x104~5.0x10?" Pa で ある こと が 好ま し く 、1.0x1044~3. 0 
x10? Pa で ある こと が より 好ま し く 、5 .0x1044~2.0x10? Pa で ある こ 
と が さら に 好ま し い 。 

(0109) 
本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 
下層 : 0 . 1 >~0. 5 、 好 まし く は 0 . 1 て 0 .4、 よ り 好 まし く は 0. 1510. 3 


表面 層 : 0 . 1 て 0O . 5 、 好 まし く は 0O . 1 て 0. 4、 よ り 好 まし く は 0.15<0. 
ほら 
[0110] 

本 実施 態様 に お いて は 、 表 面 層 1 E の 厚み は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 

表面 層 1E の 厚み t 」。:0.3< て 2mm。 

下層 2 E の 厚み は 、 全 体 厚み 。 が ヒト の 実際 の 外 鼻 の 肉 厚 と 同 程度 で ある 限り 、 特 に 
限定 され な い 。 

[0111] 

本 実施 態様 の 外 鼻 モデ ル に お いて 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 前 記し た 弾性 材料 か ら 
構成 され て いて よい が 、 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れ 、 下 層 は ゼラ チ 
ン ま た は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 よ り 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 
成 さ れ 、 下 層 は ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 。 

[0112] 

( 実施 態様 x 6 ) 
実施 態様 x 6 に 係る 実体 モデ ル は 、 上 記し た 和 群 X の うち 、 眼 上 陰 と 同等 の 形状 を 有する 。 

本 実施 態様 の 実体 モデ ル 1 O F は 、 図 6 ( А) に 示す 顔面 の うち 、 眼 上 険 の 外観 形状 を 有 し 

、 図 6 (В) に 示す よう な 断面 構造 を 有する 。 図 6 ( А) は 本 実施 態様 の 眼 険 モデ ル の 一 

例 を 含む 顔面 モデ ル の 全体 形状 を 示す 概略 図 で あり 、 図 6(B) は 図 6 ( А) ОНС 

お ける PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断 面 図 を 示す 。 図 6 (A) お よび 図 6(B) 

に お いて 表面 層 1 F は 下層 2F の 全 表 面 を 覆っ て いる が 、 所 望 の 手術 部 位 に 応じ て 下層 2 

F の 一 部 の 表面 を 覆っ て いて も よい 。 本 実施 態様 に お いて 、 401 Е БШО Е ( 表 

皮 お よび 真皮 を 含む ) に 対応 し 、 下 層 2F は 眼 瞭 の 皮下 組織 ( 筋 層 、 険 板 お よび 脂肪 を 含 

む ) に 対応 する 。 

[0113] 

本 実施 態様 に お いて は 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 眼 陰 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観 
к», К 2 F O 3 Eé | 28 1 F の 弾性 率 に 対し て 10~809% の 範囲 内 で ある こ 
と が 好ま し く 、10~7 0 % が より 好ま し く 、30>~6 0% が さら に 好ま し い 。 下層 の 弾 
性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 好ま し く は 1 : 1 .5 て 1 : 1 0 で あり 、 よ り 好 まし く 
は 1 : 1.5~1:10 で あり 、 さ ら に 好ま し く は 1 : 2 —1 : 5 GŠ £. 

[0114] 
本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 
FB: 1 . 0Xx103~2.0x10 Pa、 好 まし く は 5 о 000x103 1. 5х1 

05 Pa 、 よ り 好 まし く は 5 . 0x104~1.2XxX10? Pa; 
表面 層 : 0.5 X 1 05 ~0.5Xx1086 Pa、 好 まし く は 1 . 0x10? 5. ОХ 

10° Pa 、 よ り 好 まし く は 1 ОРОЮ ~3.0x105 Pa。 

[0115] 
下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 

値 は 、 本 実施 態様 の 眼 険 モデ ル と ヒト の 実際 の 眼 上 内 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 
1.0x104~5.0x10 Pa で ある と と が 好ま も し く 。、1 .0x1044~3. 0 

x10? Pa で ある こと が より 好ま し く 、5 . 0Xx104~2.0x10? Pa で ある こ 

と が さら に 好ま し い 。 

(0116) 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 
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下層 : 0.1 >~0. 5 、 好 まし く は 0 . 1 ~0. 4 、 よ り 好 まし く は 0 . 15-50. 3 


表面 層 : 0 . 1 ~0. 5 、 好 まし く は 0 . 1 ~0. 4 、 よ り 好 まし く は 0 .15 ~0. 
3 。 

[0117] 

本 実施 態様 に お いて は 、 表 面 層 1 F の 厚み は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

表面 層 1F の 厚み も t r: 0. 3—2mm, 

下層 2 F の 厚み は 、 全 体 厚み T pr が ヒト の 実際 の 眼 上 の 了 肉 厚 と 同 程度 で ある 限り 、 特 に 
限定 され な い 。 

[0118] 

本 実施 態様 の 眼 内 モデ ル に お いて 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 前 記し た 弾性 材料 か ら 
構成 され て いて よい が 、 好 まし く は 表面 層 は ウレ タン ゴム また は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 
され 、 下 層 は ゼラ チン また は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 よ り 好 まし く は 表面 層 は ウ 
レタ ン ゴ ム ま た は ) か ら 構 成 さ れ 、 下 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 

(0119) 
( 実施 態様 x 7 ) 

実施 態様 x 7 に 係る 実体 モデ ル は 、 上 記し た 群 X メ の うち 、 脳 (大脳 ) 、 と 同等 の 形状 を 
有する 。 本 実施 態様 に お いて 、 脳 の 形状 を 有する 実体 モデ ル は 図 7 に 示す よう な 冠状 断面 
を 有する 。 図 7 は 実体 モデ ル 1 0 G の 概略 冠状 断面 図 を 示す 。 図 7 に お いて 、 表 面 層 1 С 
は 下層 2 G の 全 表 面 を 覆っ て いる が 、 所 望 の 手術 部 位 に 応じ て 下層 2 G の 一 部 の 表面 を 首 
っ て いて も よい 。 本 実施 態様 に お いて 、 表 面 層 1G は 大 脳 皮質 に 対応 し 、 下 層 2G は 髄質 
に 対応 する 。 

[0120] 

本 実施 態様 に お いて は 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 大 脳 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観 
点 か ら 、 下 層 2G の 弾性 率 は 表面 層 1G の 弾性 率 に 対し て 10-80% の 範囲 内 で ある こ 
と が 好ま し く 、10~7 0 % が より 好ま し く 、30>~6 0% が さら に 好ま し い 。 下層 の 弾 
性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 好ま し く は 1 : 1.51: 10 で あり 、 よ り 好 まし く 
は 1 : 1 エ 1.5~1: 10 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 : 2 ~1 : 10 で ある 。 

[0121] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

下層 : ОЗОТ О ~2.0Xx10? Pa、 好 まし く は 5 .0Xx103~1. 5х1 
0° Pa 、 よ り 好 まし く は 5 . 0x104~1.2Xx105 раз 

表面 層 : 0 . 5 X 1 05 ~0.5Xx1086 Pa、 好 まし く は 1 ох оо 5. ОХ 
1:08 Pa 、 よ り 好 まし く は 1 ОКО ~3.0x10? Pa。 

[0122] 

下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 
値 は 、 本 実施 態様 の 脳 モ デル と ヒト の 実際 の 脳 と の 感触 の より 一 層 の 近似 の 観点 か ら 、1 
.0x104~5.0x10? Pa で ある こと が 好ま し く 、1.0x1014~3.0x1l 
0° Pa で ある こと が より 好ま し く 、5. 0x104~2.0x105 Pa で ある こと が 
さら に 好ま し い 。 

[0123] 
本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 
下層 : 0 . 1 て 0 . 5 、 好 まし く は 0 . 1 て 0 .4、 よ り 好 まし く は 0.15<0. 3 


表面 層 : 0.1 て 0.5、 好 まし く は 0O. 1 て 0.4、 よ り 好 まし く は 0.15<0. 
За 
[ 041 2 41 

本 実施 態様 に お いて は 、 表面 層 1G の 厚み は 通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

表面 層 1 G の 厚み t 」 са: 1 て 15mm。 

下層 2 G の 厚み (寸法) は 、 大 脳 の 全体 寸法 T 。 が ヒト の 実際 の 大 脳 と 同 程 度 で ある 限 
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り 、 特 に 限定 され な い 。 
[0125] 

本 実施 態様 の 大 脳 モ デル に お いて 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 前 記し た 弾性 材料 か ら 
構成 され て いて よい が 、 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れ 、 下 層 は ゼラ チ 
ン ま た は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 よ り 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 
成 さ れ 、 下 層 は ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 。 

【0126】 
ぐ 実 施 態様 Y> 

本 実施 態様 Y に お いて は 、 下 層 の 弾性 率 は 表面 層 の 弾性 率 よ り も 高い 。 

例え ば 、 実 体 モ デル が 耳 介 と 同等 の 形状 を 有 し て いる 場合 、 層 の 弾性 率 は 表面 層 の 弾 
性 率 よ り も 高い 。 こ の 場合 の 下層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 、 本 実施 態様 の 実体 モデ ル の 感 
触 と ヒト の 実際 の 身体 部 位 の 感触 と が よく 近似 する よう に 調整 され れ ば よく 、 例 えば 、 下 
層 の 弾性 率 は 表面 層 の 弾性 率 に 対し て 、 通 常 、1 00.1<-500% の 範囲 内 で あり 、 好 
まし く は 1 01~ て 500% で あり 、 よ り 好 まし く は 110 て 300、 さ ら に 好ま し く は 1 
20-200 ж СФ». 下層 の 弾性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 好ま し く は 1 . 2 : 1 
“6:1 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 . 3 : 1 て 5 : 1 で あり 、 さ ら に 好ま し く は 1 . 4: 
1 ~4: 1 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 . 4: 1—3: 1 で ある 。 

[0127] 

本 実施 態様 Y に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 

下層 : 5. 0x101—-—1.0x10! Pa. &<ИН45.0х10*®<—1.0х1 
0 Pa. КО Е <Н41.0х10°-—1.0х10°РаА4а; 

表面 層 : 1 . 0 X 1 04 ~1.0xl08Pa、 好 未 LS 人 性 5. ОХТО т ОХ 
10°Ра, ЖЕСЕ; 2Xx105 ~4.0x10? Pa。 
[0128] 

下層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 
値 は 、 本 実施 態様 の 口唇 モデ ル と ヒト の 実際 の 口唇 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 

а ОЭС О Оет О е Pa で ある こと が 好ま し く 、1.0x10? 1. 0 
хо" Pa で ある こと が より 好ま し く 、1 . 0x103 ~5.0x10? Pa で ある こ 
と が さら に 好ま し い 。 

[0129] 
本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 損失 正 接 は 通常 、 以 下 の 範囲 内 で ある : 
下層 : 0 . 1 て 0 . 5 、 好 まし く は 0 . 1 て 0 .4、 よ り 好 まし く は 0.15<0. 3 


表面 層 : 0.1 ~0 . 5 、 好 まし く は 0 . 1 ~0 . 4 、 よ り 好 まし く は 0 . 15 ~0. 
3 。 

(013930) 

本 実施 態様 Y に お いて は 、 表 面 層 お よび 下層 を 構成 する 弾性 材料 は それ ぞ れ 独立 し て 上 
記し た 範囲 内 か ら 選 択 さ れ て よい 。 本 実施 態様 Y に お いて は 、 本 発明 の 実体 モデ ル と ヒト 
の 実際 の 身体 部 位 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 、 表 面 層 を 構成 する 弾性 材料 は シ 
リコ ー ン ゴム また は ポリ ウレ タン ゴム で あり 、 下 層 を 構成 する 弾性 材料 は シリ コー ン ゴ ム 
また は ポリ ウレ タン ゴム で ある こと が 好ま し い 。 

(0131) 


本 実施 態様 Y に お いて 、 表 面 層 お よび 下層 に お ける 硬化 剤 お よび ノ ま た は 溶媒 の 含有 量 
В, 表面 層 お よび 下層 が 上 記し た 弾性 率 の 関係 を 有する よう に 、 適 宜 、 設 定 お よび 選択 さ 
れれ ば よい 。 

[0132] 

本 実施 態様 Y と し て 実施 態様 y 1 を 具体 的 に 説明 する 。 

[0133] 


( 実施 態様 y 1 ) 
実施 態様 y 1 に 係る 実体 モデ ル は 、 耳 介 と 同等 の 形状 を 有する 。 本 実施 態様 に お いて 、 
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耳 介 の 形状 を 有する 実体 モデ ル 1 0 H は 図 8 ( A) に 示す よう な 耳 介 の 全体 形状 を 有 し 、 
図 8 ( B ) に 示す よう な 断面 構造 を 有する 。 図 8(A) は 実体 モデ ル 1 0 H O ЖЖЖ 
示す 概略 図 で あり 、 図 8(B) は 図 8(A) の PP 断面 を 矢印 方 向 で 見 た と き の 概 略 断 面 
図 を 示す 。 図 8 (В) に お いて 表面 層 1 H は 下層 2 H の 全 表 面 を 覆っ て いる が 、 所 望 の 手 
術 部 位 に 応じ て 下層 2 H の 一 部 の 表面 を 覆っ て いて も よい 。 本 実施 態様 に お いて 、 表 面 層 
1 H は 耳 介 の 皮膚 ( 表皮 お よび 真皮 を 含む ) に 対応 し 、 下 層 2 H は 耳 介 の 軟骨 に 対応 する 


[0134] 

本 実施 態様 1 に お いて は 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 耳 介 と の 感触 の より 一 層 の 近似 
の 観点 か ら 、 下 層 2 H の 弾性 率 の 表面 層 1 H の 弾性 率 に 対す る 割合 お よび 下層 の 弾性 率 と 
表面 層 の 弾性 率 と の 比率 は 、 上 記し た 実施 態様 Y に お いて と 同様 で ある 。 

[0135] 

本 実施 態様 y1 に お いて は 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 、 下 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾 
性 率 と 表面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 値 、 な ら び に 下層 お よび 表面 層 の 
損失 正 接 は 通常 、 上 記し た 実施 態様 Y に お いて と 同様 で ある 。 

[0136] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 2 H お よび 表面 層 1 H の 厚み は それ ぞ れ 通常 、 以 下 の 範 囲 
内 で ある : 

下層 2 H の 厚み t н: 1 У 3 тт; 

КЕНІ H の 厚み t ан: 0. 3—5 mm, 

[0137] 

以上 、 実 体 モ デル が 表面 層 お よび 下層 の みか ら な る 二 層 性 モデ ル で ある 場合 に つい て 説 
明 し た が 、 本 発明 は 表面 層 お よび 下層 以外 の 層 を さら に 含む こと を 妨げ る も の で は な く 、 
三 層 構 人造 以 上 の 多層 構造 を 有 し て いて も よい 。 

[0138] 

実体 モデ ル を 構成 する 表面 層 お よび 下層 が いずれ も 単 層 で ある 場合 に つい て 説明 し た が 
、 本 発明 に お いて は 、 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 独立 し て 単 層 で あっ て も よい し 、 ま た 
は 複数 の 層 で あっ て も よい 。 

(0139) 

実体 モデ ル が ヒト の 身体 部 位 と 同等 の 形状 を 有する 場合 に つい て 説明 し た が 、 ヒ ト 以 外 
の 動物 の 身体 部 位 と 同等 の 形状 を 有 し て いて も よい 。 

(0140) 
< 3 Ja BË pR Z > 

本 実施 態様 々 は 、 前 記し た 実施 態様 々 お よび Y の 実体 モデ ル が 下層 の 表面 層 側 と は 反対 
側 に 配置 され る 深層 を さら に 含む 実施 態様 で ある 。 すなわち 、 本 実施 態様 Z 々 は 、 実 体 モ デ 
ル が 下層 の 表面 層 側 と は 反対 側 に 配置 され る 深層 を さら に 含む こと 以外 、 実 施 態様 X お よ 
び Y と 同様 で ある 。 こ れ に より 、 本 発明 の 実体 モデ ル の 感触 が ヒト の 実際 の 身体 部 位 の 感 
触 と より 一 層 近 似 する 。 

[0141] 

本 実施 態様 々 は 、 下 層 を 構成 する 弾性 材料 が シリ コー ン ゲ ル 以 外 の 上 記し た 弾性 材料 で 
ある こと 、 お よび 実体 モデ ル が 下層 の 表面 層 側 と は 反対 側 に 配置 され る 後述 の 深層 を さら 
に 含む こと 以外 、 実 施 態様 X、 特 に 実施 態様 x1 と 同様 で ある こと が 好ま し い 。 
[0142] 

本 実施 態様 Z 々 は 以下 の 実施 態様 z 1 を 包含 する 。 

[0143] 
( 実施 態様 2 1) 

本 実施 態様 2z 1 は 、 下 層 の 厚み が 表面 層 の 厚み と 同様 の 範囲 内 で ある こと 、 お よび 実体 
モデ ル が 下層 の 表面 層 側 と は 反対 側 に 配置 され る 後述 の 深層 を さら に 含む こと 以外 、 前 記 
実施 態様 x 1 と 同様 で ある 。 

[0144] 
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詳し く は 、 実 施 態様 z 1 に 係る 実体 モデ ル は 乳房 と 同等 の 形状 を 有する 。 本 実施 態様 に 
いて 、 乳房 の 形状 を 有する 実体 モデ ル 1 0A' は 図 9 に 示す よう な 断面 構造 を 有する 。 
な わ ち 、 実 体 モ デル 1 ОЛ” は 、 表 面 層 1 А’ お よび 下層 2A' を 含み 、 下 層 2A' の 
面 層 側 と は 反対 側 に 配置 され る 深層 6 A を さら に 含む 。 本 実施 態様 に お いて 、 表 面 層 
А” は 乳房 の 表皮 に 対応 し 、 下 層 2 A は 真皮 に 対応 し 、 深 層 6A' は 乳房 の 皮下 組織 
乳腺 組織 お よび 脂肪 を 含む ) に 対応 する 。 

[0145] 

表面 層 1 А’ は 実施 態様 x1 に お ける 表面 層 1 A と 同様 で あり 、 上 記 表 面 層 1 A か ら 選 
択 さ れ て も よい 。 

[0146] 

КЕ2А” は 、 当 該 下 層 の 厚み が 表面 層 の 厚み と 同様 の 範囲 内 で ある こと 、 お よび 当該 
下層 を 構成 する 弾性 材料 が シリ コー ン ゲ ル 以 外 の 上 記し た 弾性 材料 で ある こと 以外 、 実 施 
態様 x1 に お ける 下層 2 A と 同様 で ある 。 

[0147] 

深層 6 А’ は 液体 で あり 、2 5 C で 液体 状態 の 物質 か ら 構 成 さ れ て いる 。 深層 6A' を 
成す る 物質 は 、2 5 で C で 液体 状態 に あり 、 か つ 下 層 を 溶解 させ な い 限 り 、 あ ら ゆ る 液体 
で あっ て よく 、 例 えば 、 水 、 生 理 食塩 水 、 シ リコ ー ン オイ ル 等 で あっ て も よい 。 好ま し い 
深層 は 水 ま た は 生理 食塩 水 で ある 。 

[0148] 

本 実施 態様 々 1 に お いて 、 詳 し く は 、 下 層 の 弾性 率 の 表面 層 の 弾性 率 に 対す る 割合 、 下 
層 の 弾性 率 と 表面 層 の 弾性 率 と の 比率 、 下 層 お よび 表面 層 の 弾性 率 、 下 層 を 構成 する 弾性 
材料 の 弾性 率 と 表面 層 を 構成 する 弾性 材料 の 弾性 率 と の 差 の 絶対 値 、 な ら び に 下層 お よび 
表面 層 の 損失 正 接 ( 以下 、 単 に 「 弾性 特性 値 」 と いう ) は 、 特 記し な い 限 り 、 上 記し た 実 
施 態様 x 1 の 弾性 特性 値 と 同様 で ある 。 

(0149) 

本 実施 態様 z 々 1 vy C Ik. FE ñus EE Eñ Ik yic. ЕШИ/лЖЕЙШЕБХ 1 (c P UD 5 ЗЕ 
下垂 型 乳 房 モ デル の 弾性 特性 値 と 同様 で ある こと が 好ま し い 。 こ の と き 、 本 実施 態様 z 1 
の 乳房 モデ ル は 、 特 に 中 年 型 と し て 有用 で ある 。 中 年 型 と は 、 乳 房 が 重力 に 従っ て 下垂 す 
る 程度 が 、 総 じ て 、 非 下垂 型 乳房 モデ ル ( 若年 型 ) と 下垂 型 乳房 モデ ル ( 老年 型 ) と の 間 
に 位置 付け られ る 中 間 型 と いう 意味 で ある 。 

(0150) 

本 実施 態様 の 実体 モブ デル に お いて は 、 表 面 層 1 А” お よび 下層 2A' の 合計 体積 と 、 深 
бА’ の 体積 と の 体積 比 は 通常 、0 . 1 : 99.9~ て 50:50、 特 に 1:99<50 
: 5 0 で あり 、 実 体 モ デル と ヒト の 実際 の 乳房 と の 感触 の より 一層 の 近似 の 観点 か ら 、 好 
まし く は 1 : 99~30 : 7 0 で あり 、 よ り 好 まし く は 1 : 99 ~20 5 80 で あり 、 さ 
ら に 好ま し く は 1 : 9 9 て 1 0 : 90 で ある 。 

[0151] 

本 実施 態様 に お いて は 、 下 層 2 A' 、 表 面 層 1 А’ お よび 深層 6A' の 厚み は それ ぞ れ 
通常 、 以 下 の 範 囲 内 で ある : 

下層 2 A ' の 厚み t 2 a : 0. 3~10mm、 好 まし く は 0. 3 ~5mm、 よ り 好 ま 
し く は 0 . 3 て 2mm、 さ ら に 好ま し く は 0 . 5-41 mm: 

表面 層 1A' の 厚み t 」。, :0.3-10шп, НЖ1І/< ВО. 3 ~5 mm. £) 
まし く は 0 . 3~ て 2mm、 さ ら に 好ま し く は 0 . 5 ~1 мт: 

深層 6 А’ の 厚み も t 。。、, : 10 -1 5 00 мт, 

本 明細 書 中 、 厚 み に つ いて の 数 値 範囲 は 、 当 該 厚 み が 当 該 数 値 範囲 内 で 変化 し て いて も 
よい 、 と いう 意味 で ある 。 

[0152] 

本 実施 態様 の 乳房 モデ ル に お いて 表面 層 お よび 下層 は それ ぞ れ 、 前 記し た 弾性 材料 か ら 
構成 され て いて よい が 、 好 まし く は 表面 層 は シリ コー ン ゴ ム ま た は ウレ タン ゴム か ら 構 成 
され 、 下 層 は シリ コー ン ゴ ム ま た は ウレ タン ゴム か ら 構 成 さ れる 。 よ り 好 まし く は 表面 層 
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は ウレ タン ゴム か ら 構 成 さ れ 、 下 層 は シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる 。 
[0153] 

本 実施 態様 の 乳房 モデ ル は 、 表 面 層 、 下 層 ま た は これ ら の 間 の 部 位 に 病巣 ( 例え ば 、 腫 
Ж) が ある と 仮定 し た 手術 シミ ュ レ ーション を する こと も で きる し 、 ま た は 注射 器 で 水 を 
抜い て 、 実 際 の 手術 前 に 、 手 術 後 の 変形 の 程度 お よび 手術 後 の 下 垂 形 状 を 知る た め の 手 術 
シミ ュ レ ーション を する こと も で きる 。 
[0154] 
[ 実体 モデ ル の 使用 ] 

本 発明 の 実体 モデ ル は 、 特定 の 同じ 形状 の も の を 大 量 生 産 す る こと に より 、 医 師 育 成 の 
た め の 教 材 と し て 有用 で ある 。 
[0155] 

詳し く は 、 本 発明 の 実体 モデ ル は 、 感 触 が ヒト の 実際 の 身体 部 位 と よく 近似 し て いる た 
め 、 メ ス で 切開 する と き の 感 触 も 、 切 開 部 を 縫合 する と き の 感 触 も 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 
位 と よく 近似 し て いる 

また 本 発明 の 実体 モデ ル は 、 感 触 が ヒト の 実際 の 身体 部 位 と よく 近似 し て いる た め 、 手 
術 時 の 下垂 形状 も 、 手 術 に より 病巣 を 除 示 する と き の 適 切な 除去 体積 も 、 除 去 さ れ た 部 位 
に シリ コー ン ま た は 自家 組織 な どの 材料 を 充填 する と き の 適 切な 充填 体積 も 、 ヒ ト の 実際 
の 身体 部 位 と よく 近似 し て いる 

ら に 本 発明 の 三次 元 実 体 モ デル を 用 いて 模擬 手術 を 行う こと に より 、 手 術 後 の 変形 の 

程度 を 知る こと が で きる 。 
(0156) 

この た め 、 本 発明 の 実体 モデ ル は 、 医 師 の 手術 熟練 度 の 向上 に も 、 実際 の 手術 に よく 適 
合 す る 手術 計画 の 立案 に も 、 お よび 患者 へ の わか り 易 い 手 術 の 説明 に も 、 十 分 に 貢献 する 
こと が で きる 。 
[0157] 

本 発明 の 実体 モデ ル は また 、 注 文生 産 に より 、 患 者 ご と に 異な る 先天 的 また は 後天 的 な 
障害 部 位 ( 例え ば 、 口 唇 裂 部 位 ) の 形状 を 容易 に 付与 する こと が で きる た め 、 細 部 まで 個 
々 の 愚者 に 応じ た 手術 計画 を 立案 する こと が で きる 。 例え ば 、 口 唇 裂 部 位 を 有する 口唇 モ 


デル は 、 後 述 する 注 型 - 積層 法 に お いて 、 下 層 の 形成 時 に 成形 面 に 口唇 裂 部 位 に 対応 する 
Ке 付与 され た 型 を 使用 すれ ば よい 。 
[0158] 


本 発明 の 実体 モデ ル は また 、 予 め 腫瘍 を 付与 され る こと に より 、 実 際 の 手術 に より 一 層 
、 近 似 し た 手術 シミ ュ レ ーション を 行う こと が で きる 。 

本 発明 の 腫瘍 を 有する 実体 モデ ル の 具体 例 を 実施 態様 p 1 — p 3 に 示す 。 
[0159] 

実施 態様 p 1 ) 

実施 態様 p 1 に 係る 実体 モデ ル は 顔面 の 全体 形状 を 有する 。 本 実施 態様 に お いて 、 顔 面 
КЕ 有する 実体 モデ ル 1 0 1 は 図 1 0 に 示す よう な 全体 形状 を 有 し 、 そ の 類 部 分 に 皮膚 
腫瘍 51 が 付与 され て いる 。 図 1 0 に お いて 、 有 皮膚 腫瘍 5 1 は 類 部 分 に 付与 され て いる が 
、 額 部 分 、 顎 部 分 等 の 他 の 特定 部 分 に 付与 され て いて も よい 。 


[0160] 

実体 モデ ル 1 0 I は 、 表 面 層 1 D 側 に 顔面 形状 を 付与 され て いる こと 、 お よび その 類 部 
分 に 皮膚 腫瘍 51 が 付与 され て いる こと 以外 、 前 記 実 施 態 様 x 4 に 係る 実体 モデ ル ( КА 
構造 体 モ デル ) 1 0D と 同様 で ある 。 実体 モ デル 1 0 I 、 特 に 類 部 分 、 は 、 表 面 層 1 D B 
に 顔面 形状 を 付与 され て いる こと 以外 、 前 記 実 施 態様 x 4 に 係る 皮膚 構造 体 モ デル と 同様 
の 断面 構造 を 有 し て いる 

[0161] 


皮膚 腫瘍 5 1 の 付与 方 法 は 特に 限定 され ず 、 例 えば 、 実 体 モ デル 1 01 O 2 
ンク 等 で 描画 する こと に より 付与 する こと が で きる 。 
(0162) 
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実体 モデ ル 1 0 I を 用 いて 腫瘍 51 を 切除 する た め の 手 術 シ ミュ レー ショ ン を 行う こと 
に より 、 度 弁 形成 術 な どの 医師 の デザ イン 能力 の 向上 に 貢献 する こと が で きる 。 
(0163) 

( 実施 態様 p 2 ) 

実施 態様 p 2 に 係る 実体 モデ ル は 乳房 形状 を 有する 。 本 実施 態様 に お いて 、 乳 房 形状 を 
有する 実体 モデ ル 1 0 J は 図 1 1 に 示す よう な 断面 形状 を 有 し 、 そ の 内 部 に 腫瘍 5J が 付 
与 さ れ て いる 。 図 1 1 に お いて 、 腫瘍 5 ナ は 表面 層 1 A の 表面 か ら 2 0 mm の 深 さ d に 配 
置 さ れ て いる が 、 愚者 の 画像 より 計測 し て 、 規 定 し 調整 し て も よい 。 

[0164] 

実体 モデ ル 1 0 J は 、 下 層 2A の 内 部 に 腫瘍 5J が 付与 され て いる こと 以外 、 前 記 実 施 
態様 x 1 に 係る 実体 モデ ル ( 乳房 モデ ル ) 1 0 A と 同様 で ある 。 

(0165) 
腫瘍 5J は 、 下 層 2 A よ り も 高い 弾性 率 を 有する 有機 系 弾性 材料 か ら 構 成 さ れ 、 通 常 は 
実施 態様 X に お 3 ける 表面 層 1 A と 同 程度 の 弾性 率 を 有する 有機 系 弾性 材料 か ら 構 成 さ れる 
[0166] 

腫瘍 5」 を 構成 する 有機 系 弾性 材料 の 具体 例 と し て は 、 表 面 層 を 構成 する 有機 系 弾性 材 
料 と し て 例示 し た 同様 の 有機 系 弾性 材料 ( 特に ポリ マー) が 挙げ られ る 。 実際 の 腫瘍 部 と 
の 感触 の 近似 の 観点 か ら 好 まし い 腫 瘍 5J は 、 表面 層 1 A を 構成 する 有機 系 弾性 材料 と 同 
じ 種類 の 有機 系 弾性 材料 か ら 構 成 さ れ 、 同様 の 観点 か ら よ り 好 まし い 腫 瘍 5J は シリ コー 
ン ゴ ム ま た は ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 。 例え ば 、 表 面 層 1 AA が シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ 
れる 場合 、 腫 瘍 5 も シリ コー ン ゴ ム か ら 構 成 さ れる こと が 好ま し い 。 ま た 例え ば 、 下 層 
2 A が ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 腫 瘍 5 ガ す は 、 シ リコ ー ン ゴム また は ゼラ チン 、 特 に 
ゼラ チン か ら 構 成 さ れる こと が 好ま し い 。 

[0167] 

腫瘍 5 を 構成 する シリ コー ン ゴ ム と し て は 、 表面 層 を 構成 する シリ コー ン ゴ ム の 市 販 
品 と し て 例示 し た 同様 の 市 販 品 が 使用 可能 で ある 。 
腫瘍 5」 を 構成 する ゼラ チン と し て は 、 表面 層 を 構成 する ゼラ チン と 同様 の 市 販 品 が 使 
HH 可能 で ある 。 

(0168) 

腫瘍 5J も また 、 表 面 層 と 同様 に 、 弾 性 材料 の 他 に 硬化 剤 、 着 色 剤 、 お よび 溶媒 等 の 添 
加 剤 を 含有 し て も よい 。 詳し く は 腫瘍 5 が 上 記 ポ リマ ー の うち 、 特 に ゼラ チン 以外 の ポ 
リマ ー か ら 構 成 さ れる 場合 、 腫 瘍 5J は 通常 、 当 該 ゼ ラチ ン 以 外 の ポリ マー お よび 人 硬化 剤 
を 含み 、 さ ら に 着色 剤 を 含ん で も よい 。 腫瘍 5 ) が ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 腫 瘍 5 
J は 通常 当該 ゼラ チン お よび 溶媒 を 含み 、 さ ら に 着色 剤 を 含ん で も よい 。 

(0169) 

腫瘍 5 J に 含有 され る 硬化 剤 お よび 溶媒 の 種類 は それ ぞ れ 、 表面 層 に 含有 され る 硬化 剤 
お よび 溶媒 の 種類 と 同様 の 範囲 内 か ら 選 択 さ れ て も よい 。 

(0170) 

腫瘍 5J が ゼラ チン 以外 の ポリ マー か ら 構 成 さ れる 場合 、 腫 瘍 5 J の 硬化 剤 の 含有 量 は 
通常 、 実 施 態様 X に お ける 表面 層 の 硬化 剤 の 含有 量 範 囲 と 同様 の 範囲 内 で あっ て も よい 。 
腫瘍 5J が ゼラ チン か ら 構 成 さ れる 場合 、 腫 瘍 5 J の 溶媒 の 含有 量 は 通常 、 実 施 態様 X に 
お ける 表面 層 の 溶媒 の 含有 量 範囲 と 同様 の 範囲 内 で あっ て も よい 。 

[0171] 
腫瘍 5 J канч +£ Á @ #JO hh 3 qp k 6 S l< LC L. # 
剤 の 種類 お よび 含有 量 と 同様 の 範囲 内 か ら 選 択 さ れ て も よい 。 
[0172] 

実体 モデ ル 1 0 I を 用 いて 腫瘍 5J を 切除 する た め の 手 術 シ ミュ レー ショ ン を 行う こと 
に より 、 実 際 の 手術 前 に 、 例 えば 以下 の 事項 を 予め 知る こと が で きる : 

(1) 病巣 を 除 夫 する と き の 適 切な 除去 体積 : 
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іі) 除去 され た 部 位 に シリ コー ン ま た は 自家 組織 な どの 材料 を 充填 する と き の 適 切な 
充填 体積 : 

iii) 手 術 後 の 変形 の 程度 : お よび 

Гу) 手术 和 后 DO 下 垂 形状 。 

(0173) 

実施 態様 p 3) 

実施 態様 p 3 に 係る 実体 モデ ル は 皮膚 構造 体形 状 を 有する 。 本 実施 態様 に お いて 、 皮 膚 
構造 体形 状 を 有する 実体 モデ ル 1 OK は 図 1 2 に 示す よう な 断面 形状 を 有 し 、 表 面 層 の 一 


部 に お いて その 上 面 お よび 下面 の 両面 に 突出 し た 皮膚 腫瘍 5 K が 付与 され て いる 。 図 1 2 
に お いて 、 腫 瘍 5 K は 表面 層 1D の 表面 方 向 に お いて も 略 円 形状 を 有 し 、 例 えば 2 0 mm 
の 直径 を 有 し て いる が 、 愚 者 の 画像 より 計測 し た 値 に 応じ て 直径 を 調整 し て も よい し 、 ま 
た は 当該 直径 を 制御 し て 模擬 手術 の 難易 度 を 調整 し て も よい 。 

[0174] 

実体 モデ ル 1 0 K は 、 表 面 層 1 D の 一 部 に 腫瘍 5K が 付与 され て いる こと 以外 、 前 
施 態 様 x 4 に 係る 実体 モデ ル ( 皮膚 構造 体 モ デル ) 1 0D と 同様 で ある 。 
[0175] 

腫瘍 5K は 、 下 層 2 D よ り も 高い 弾性 率 を 有する 有機 系 弾性 材料 か ら 構 成 さ れ 、 通常 は 
実施 態様 X に お ける 表面 層 1 D と 同じ 組成 を 有する 。 

(0176) 
実体 モデ ル 1 0 KK を 用 いて 腫瘍 5K を 切除 する た め の 手 術 シ ミュ レー ショ ン を 行う こと 
に より 、 実際 の 手術 前 に 、 例 えば 実施 態様 p2 に お ける 事項 (1i ) —( i i i ) を 予め 知 
る こと が で きる 。 

[0177] 

[ 実体 モデ ル の 製造 方 法 ] 

本 発明 の 実体 モデ ル は 、 以 下 の 工 程 を 含む 方 法 に より 製造 する こと が で きる : 
硬化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 表面 層 を 形成 する 工程 : お よび 
硬化 性 材料 を 含む 下層 形成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 下層 を 形成 する 形成 工程 。 
[0178] 
表面 層 形 成 工程 お よび 下層 形成 工程 の 実施 順序 は 、 実 体 モ デル の 構造 お よび 各層 の 形成 
方 法 に 応じ て 、 適 宜 決 定 さ れれ ば よい 。 例え ば 、 表 面 層 形 成 工程 を 実施 し た 後 、 下 層 形 成 
工程 を 実施 し て も よい し 、 ま た は 下層 形成 工程 を 実施 し た 後 、 表 面 層 形 成 工程 を 実施 し て 
も よい 。 

(0179) 

表面 層 形 成 工程 お よび 下層 形成 工程 に お いて は それ ぞ れ 独立 し て 、 注 型 法 、 積 層 法 、 注 
入 法 お よび これ ら の 複合 法 等 を 採用 する こと が で きる 。 

[0180] 

注 型 - 注 型 法 ) 
例え ば 、 図 1 (А) お よび ( B) に 示す 乳房 モデ ル の 製造 に 際 し て は 、 図 1 3 に 示す 注 
型 - 注 型 法 に より 、 表 面 層 お よび 下層 を 形成 する こと が で きる 。 

[0181] 

注 型 - 注 型 法 は 以下 の 工程 を 含む 。 

注 型 法 に より 、 硬 化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 表面 層 を 形成 す 
る 工程 : お よび 

注 型 法 に より 、 硬 化 性 材料 を 含む 下層 形成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 下層 を 形成 する 工 
程 。 
表面 層 お よび 下層 の 硬化 条件 を 調整 する こと に より 、 表 面 層 お よび 下層 の 弾性 率 を 制御 
する こと が で きる 。 

[0182] 
具体 的 に は 、 ま ず 、 図 1 3( A) に 示す よう に 、 成 形 面 1 0 1 に 所 望 の 形状 を 付与 され 
た 下 型 100 に 、 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 流し 込ん だ 後 、 成 形 面 1 1 1 に 所 望 の 形状 を 
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付与 され た 上 型 1 10 を 下方 移動 させ 、 硬 化 を 行い 、 表 面 層 1 A を 形成 する 。 
(0183) 
表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は 硬化 性 材料 を 含み 、 所 望 に より 、 前 記し た 人 硬化 剤 、 着 色 剤 、 
お よび 溶媒 等 の 各種 添加 剤 を 含ん で も よい 。 硬化 性 材料 は 前 記し た 弾性 材料 ( 特に 有機 系 
弾性 材料 ) また は 当該 弾性 材料 を 形成 し 得る 材料 で ある 。 例え ば 、 人 硬化 性 材料 が ゼラ チン 
お よび シリ コー ン ゲ ル 以 外 の ポリ マー の 場合 、 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は 当該 ポリ マー お 
よび 硬化 剤 を 含み 、 所 望 に より 着色 剤 を 含む 、 ま た 例え ば 、 人 硬化 性 材料 が ゼラ チン の 場合 
、 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は 当該 ゼラ チン お よび 浴 媒 を 含み 、 所 望 に より 着色 剤 を 含む 。 
[0184] 
次 いで 、 図 1 3(B) に 示す よう に 、 上 型 1 10 を 上 方 移動 させ て 後退 させ る 。 
[0185] 
その 後 、 図 1 3(C) に 示す よう に 、 下 型 1 0 0 内 0 表面 属 A の 上 に 、 下 層 形 成 用 樹 
脂 組 成 物 を 流し 込ん だ 後 、 成 形 面 1 2 1 に 所 望 の 形状 を 付与 され た 上 型 12 0 を 下方 移動 
させ 、 硬 化 を 行い 、 下 層 2 A を 形成 する 。 

(0186) 

下層 形成 用 樹脂 組成 物 は 硬化 性 材料 を 含み 、 所 望 に より 、 前 記し た 硬化 剤 、 着 色 剤 、 お 
よび 溶媒 等 の 各種 添加 剤 を 含ん で も よい 。 人 硬化 性 材料 は 前 記し た 弾性 材料 ( 特に 有機 系 弾 
性 材料 ) また は 当該 弾性 材料 を 形成 し 得る 材料 で ある 。 例え ば 、 人 硬化 性 材料 が ゼラ チン お 
よび シリ コー ン ゲ ル 以 外 の ポリ マー の 場合 、 下 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は 当該 ポリ マー お よび 
硬化 剤 を 含み 、 所 望 に より 着色 剤 を 含む 。 ま た 例え ば 、 硬 化 性 材料 が お よび ノ プ ま た は シリ 
コー ン ゲ ル の 場合 、 下 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は 当該 ゼラ チン お よび 溶媒 を 含み 、 所 望 に より 
着色 剤 を 含む 。 

[0187] 

表面 層 お よび 下層 の 形成 の た め の 硬 化 は それ ぞ れ 独立 し て 、 硬 化 性 材料 の 種類 に 応じ て 
、 加 熱 に より 行っ て も よい し 、 光 照射 に より 行っ て も よい し 、 冷 却 す る こと (室温 に 保持 
する こと ) に より 行っ て も よい し 、 ま た は これ ら の 複合 的 な 方 法 に より 行っ て も よい 。 例 
えば 、 硬 化 性 材料 が ゼラ チン 以外 の ポリ マー の 場合 、 当 該 ポ リマ ー お よび 硬化 剤 を 含む 室 
温 ( 2 5 С) の 樹脂 組成 物 を 流し 込ん だ 後 、 加 熱 す る こと 、 光 照射 する こと 、 か つ プ また 
は 室温 に 保持 する こと に より 、 人 硬化 を 行う 。 ま た 例え ば 、 人 硬化 性 材料 が ゼラ チン の 場合 、 
当該 ゼラ チン お よび 溶媒 を 含む 45~7 0 で C の 樹脂 組成 物 を 流し 込ん だ 後 、 室 温 ( 2 5 で 
) また は それ 以下 の 温度 、 例 えば 5 ~8 で に 冷却 する こと に より 、 硬 化 を 行う 。 
[0188] 
表面 層 お よび 下層 の 形成 の た め の 硬 化 の と き 、 人 硬化 条件 を 調整 する こと に より 、 表 面 層 
お よび 下層 の 弾性 率 を 制御 する こと が 好ま し い 。 硬化 条件 と は 、 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 
お よび 下層 形成 用 樹脂 組成 物 に お ける 硬化 剤 また は 溶媒 の 配合 比率 な ら び に 表面 層 お よび 
下層 の 硬化 の た め の 加 熱 温度 、 加 熱 時 間 お よび 光照 射 量 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れる 1 以上 
の 条件 の こと で ある 。 実体 モデ ル の 完成 後に お ける 弾性 率 の 経時 的 変化 を 防止 する 観点 か 
ら は 、 加 熱 お よび プン また は 光照 射 を 十分 に 行う 限り 、 硬 化 剤 また は 溶媒 の 配合 比率 を 調整 
する こと に より 、 表 面 層 お よび 下層 の 弾性 率 を 制御 する こと が 好ま し い 。 

(0189) 
乳房 モデ ル が 図 1 (В) に 示す よう に 、 滴 曲 状 支持 体 3 A ん お よび 型 枠 5A を 有する 場合 
は 、 予 め 湾 曲 状 支持 体 3 A お よび 型 枠 5 A を 製造 し 、 型 要 5 A 内 に 湾曲 状 支 持 体 3 A を 収 
容 お よび 固定 させ た 後 、 上 記 方 法 で 製造 され た 乳房 モデ ル を 収容 させ れ ば よい 。 
[0190] 

この よう な 注 型 - 注 型 法 に より 、 図 4 に 示す 皮膚 構造 体 モ デル 、 図 1 0 に 示す 皮膚 腫瘍 
を 有する 顔面 モデ ル 、 図 1 1 に 示す 腫瘍 を 有する 乳房 モデ ル 、 図 1 2 に 示す 皮膚 腫瘍 を 有 
する 皮膚 構造 体 モ デル も 製造 する こと が で きる 。 

(0191) 

特に 図 1 1 に 示す 腫瘍 を 有する 乳房 モデ ル は 、 下 層 2 A を 形成 し た 後 、 予 め 製造 され た 
腫瘍 5 J を 挿入 すれ ば よい 。 下層 2 A は 、 腫 瘍 5〕 を 挿入 で きる 程度 の 弾性 率 お よび 軟質 
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性 を 有 し て いる 。 

例え ば 、 図 1 2 に 示す 皮膚 腫瘍 を 有する 有 皮膚 構造 体 モ デル は 、 
、 成 形 面 に 所 望 の 形状 を 付与 され た 型 を 使用 すれ ば よい 。 
[0192] 

( 注 型 - 積層 法 ) 

また 例え ば 、 図 2 に 示す 肝臓 モデ ル の 製造 に 際 し て は 、 
た 後 、 積 層 法 に より 表面 層 1 B を 形成 する こと が で きる 。 
(0193) 

注 型 - 積層 法 は 以下 の 工程 を 含む 。 

注 型 法 に より 、 人 硬化 性 材料 を 含む 下層 形成 
ж: БЕС 


注 型 法 に より 下層 2 B を 
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表面 層 1 D の 形成 に 際 し 


N 


成 し 


H 樹 脂 組 成 物 を 硬化 させ て 下層 を 形成 する 工 


積層 法 に より 、 下 層 の 表面 で 、 人 硬化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 


樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 


表面 層 を 形成 する 工程 。 

表面 層 お よび 下層 の 硬化 条件 を 
すこ と が で き 。 

(0194) 

具体 的 に は 、 ま ず 、 成 形 面 に 所 望 の 
流し 込ん だ 後 、 成 形 面 に 所 望 の 形状 を 


調整 する こと に より 、 表 面 層 


Ке КУХИ КН, 


2 B を 形成 する 。 こ の よう な 注 型 法 に よる 下層 の 形成 方 法 は 、 
注 型 - 注 型 法 に よる 表面 層 の 形成 方 法 と 同様 で ある : 


・ 下 層 の 形状 が 異な る こと : お よび 

・ 下 層 の み を 形成 する こと 。 
(0195) 

下層 形成 用 樹脂 組成 物 は 、 上 記し た 泊 
で ある 。 

(0196) 

次 いで 、 下 層 2 B の 表面 に 表面 層 形 成 
の 厚み が 達成 され る よう に 1 回 また は 複数 回 行う こ 
(0197) 


ЕЕ 
Ви 


樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 


け 与 され た 上 型 を 下方 移動 させ 、 
以下 の 事項 以外 、 上 記し た 


お よび 下層 の 弾性 率 を 制御 


下層 形成 用 樹脂 組成 物 を 
не пе, КА 


注 型 法 に よる 下層 の 形成 方 法 に お いて と 同様 


ノー » 


硬化 を 行う 。 Жана 


と が 好ま し い 。 


表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は 、 上 記し た 注 型 - 注 型 法 に よる 表面 


1 層 の 形成 方 法 に お いて と 


同様 で ある 。 
(0198) 
表面 層 お よび 下層 の 形成 の た め の 硬 化 は 、 上 記し た 注 型 - 
層 の 形成 方 法 に お いて と 同様 で ある 。 
(0199) 


この よう な 注 型 - 積層 法 に より 、 図 1 (A) お よび 
すす 口唇 モデ ル 、 図 5 に 示す 外 鼻 モデ ル 、 図 6 に 示す 眼 険 モデ ル 、 
8 に 示す 耳 介 モデ ル も 製造 する こと が で きる 。 当該 注 


び ( C) に 示す 乳房 モデ ル を 製造 する 場合 に お いて は 、 
は 要 さ な い 。) 
(0200) 


( 積層 - 注入 法 ) ( 二 層 性 モデ ル ) 


С) に 示す 乳房 モデ ル 、 


Ш- 積層 法 に より 、 
МЗ (С) に 示す 後述 の 蓋 部 6 0 


注 型 法 に よる 表面 層 お よび 下 


図 3 に 示 
図 7 に 示す 脳 モ デル 、 図 
ЫІ (А) БЕ 


また 例え ば 、 図 1( A) БЕО(С) に 示す 乳房 モデ ル で あっ て 、 下 層 が シリ コー ン ゲ 


ル で ある 乳房 モデ ル の 製造 に 際 し て は 、 
より 下層 2 A を 形成 する こと が で きる 。 
(02011 

積層 - 注入 法 ( 二 層 性 モデ ル ) は 以下 の 工程 を 含む 。 


積層 法 に より 表面 層 1 A を 形成 し た 後 、 


注入 法 に 


積層 法 に より 、 塩 型 の 表面 で 、 人 硬化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 
塩 型 を 除去 し て 中 空 状 表 面 層 を 形成 する 工程 : お よび 
注入 法 に より 、 中 空 状 表面 層 の 中 に 、 


樹脂 組成 物 を 硬化 させ 、 


下層 を 構成 する 材料 ( シリコーン ゲル ) を 注入 し 
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、 下 層 を 形成 する 工程 。 

表面 層 の 硬化 条件 を 調整 する こと に より 、 表 雷 
[0202] 
具体 的 に は 、 ま ず 、 図 1 4 に 示す よう に 、 成 形 面 に 所 望 の 形状 を 付与 され た 成形 部 2 1 
0 お よび 持ち 手 部 2 2 0 を 有する 塩 型 200 に 、 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 乾 燥 
させ る 。 乾燥 と と も に 硬化 を 行っ て も よい 。 塗布 は 持ち 手 2 2 0 以外 の 塩 型 200( す な 
わ ち 成形 部 2 1 0 ) の 表面 に 対し て 行う 。 塗布 は 所 望 の 厚み が 達成 され る よう に 1 回 また 
は 複数 回 行う こと が 好ま し い 。 そ の 結果 、 塩 型 2 0 0 の 成形 部 2 1 0 の 表面 に 表面 層 成 形 
体 が 形成 され る 。 な お 、 塩 型 2 0 0 は 成形 部 2 1 0 お よび 持ち 手 部 2 2 0 の 全て が 塩 (N 
a С) か ら 形 成 さ れ て いる 。 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は 、 上 記し た 注 型 - 注 型 法 に よる 
表面 層 の 形成 方 法 に お いて と 同様 で ある 。 

(0203) 

その 後 、 塩 型 200 を 破壊 し 、 そ の 残骸 を 、 成 形体 の 裏面 に お ける 持ち 手 部 分 の 穴 か ら 
取り 除き 、 中 空 状 表面 層 成 形体 を 得る 。 中 空 状 表 面 層 成形 体 の 穴 か ら 、 シ リコ ー ン ゲル を 
注入 する 。 こ の 後 、 成 形体 の 硬化 を 行っ て も よい 。 注 入 後 、 凌 部 60 を 穴 に 張り 付け て 察 
ぎ 、 図 1 (С) に 示す 乳房 モデ ル が 得 ら れる 。 蓋 部 6 0 は 、 表 面 層 1 A と の 接着 性 が 良好 
な シー ト 状 また は フィ ルム 状 の ポリ マー で あっ て よい 。 こ の よう な ポリ マー と し て は 、 上 
記 穴 を 塞ぐ こと が で きれ ば 特に 限定 され ず 、 例 えば 、 表 面 層 を 構成 する 材料 と 同じ 種類 の 
ポリ マー が 好ま し く 使 用 され る 。 当該 ポリ マー と し て 、 例 えば 、 ポ リウ レタ ン 、 ポ リエ ス 
テル 等 が 挙げ られ る 。 60 は 接着 剤 に より 張り 付け て も よい 。 

(0204) 

表面 層 の 形成 の た め の 人 硬化 は 、 上 記し た 注 型 - 注 型 法 に よる 表面 層 の 形成 方 法 に お いて 

と 同様 で ある 。 
(0205) 
( 積層 - 注入 法 ) ( 三 層 性 モデ ル ) 

また 例え ば 、 図 9 に 示す 乳房 モデ ル の 製造 に 際 し て は 、 積 層 法 に より 下層 2 A お よび 
表面 層 1A' を 形成 し た 後 、 注 入 法 に より 深層 6A' を 形成 する こと が で きる 。 
[0206] 

積層 - 注入 法 ( 三 層 性 モデ ル ) は 以下 の 工程 を 含む 。 

積層 法 に より 、 塩 型 の 表面 で 、 硬 化 性 材料 を 含む 下層 形成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 下 
層 を 形成 する 工程 : 

積層 法 に より 、 下 層 の 表面 で 、 硬 化 性 材料 を 含む 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 硬化 させ て 
表面 層 を 形成 し 、 塩 型 を 除 示 し て 中 空 状 積層 体 を 得る 工程 : お よび 

注入 法 に より 、 中 空 状 積 層 体 の 中 に 、 上 記し た 深層 を 構成 する 液体 状態 の 物質 を 注入 し 
、 深 層 を 形成 する 工程 。 

表面 層 お よび 下層 の 硬化 条件 を 
する こと が で きる 。 

[02:01] 

具体 的 に は 、 ま ず 、 図 1 4 に 示す よう に 、 成 形 面 に 所 望 の 形状 を 付与 され た 成形 部 2 1 
0 お よび 持ち 手 部 2 2 0 を 有する 塩 型 2 0 0 に 、 下 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 乾 燥 さ 
せる 。 乾燥 と と も に 硬化 を 行っ て も よい 。 塗布 は 持ち 手 2 2 0 以外 の 塩 弄 200( す な わ 
ち 成 形 部 2 1 0 ) の 表面 に 対し て 行う 。 塗布 は 所 望 の 厚み が 達 成 さ れる よう に 1 回 また は 
複数 回 行う こと が 好ま し い 。 な お 、 塩 型 2 0 0 は 成形 部 210 お よび 持ち 手 部 2 2 0 の 全 
て が 塩 ( NaC1l ) か ら 形 成 さ れ て いる 。 下層 形成 用 樹脂 組成 物 は 、 上 記し た 注 型 - 注 型 
法 に よる 下層 の 形成 方 法 に お いて と 同様 で ある 。 

[0208] 

次 いで 、 下 層 の 表面 に 、 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 乾 燥 させ る 。 乾燥 と と も に 
硬化 を 行っ て も よい 。 塗布 は 所 望 の 厚み が 達成 され る よう に 1 回 また は 複数 回 行う こと が 
好ま し い 。 そ の 結果 、 塩 型 2 0 0 の 成形 部 2 1 0 の 表面 に 下層 と 表面 層 と の 積層 成形 体 が 
用 成 さ れる 。 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は 、 上 記し た 注 型 - 注 型 法 に よる 表面 層 の 形成 方 法 


層 の 弾性 率 を 制御 する こと が で きる 。 


半 整 する こと に より 、 表 面 層 お よび 下層 の 弾性 率 を 制御 


нш 
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に お いて と 同様 で ある 。 
(0209) 
その 後 、 塩 型 200 を 破壊 し 、 そ の 残骸 を 、 成 形体 の 裏面 に お ける 持ち 手 部 分 の 穴 か ら 
取り 除き 、 中 空 状 積層 成形 体 を 得る 。 中 空 状 積層 成形 体 の 穴 か ら 、 深 層 を 構成 する 液状 物 
質 を 注入 する 。 こ の 後 、 成 形体 の 硬化 を 行っ て も よい 。 ВАЛЕ. 006 0 を 穴 に 張り 付け 
て 塞ぎ 、 図 9 に 示す 乳房 モデ ル が 得 ら れる 。 #86 0 は 、 二 層 性 モデ ル の 積層 - 注入 法 に 
お ける 敬 部 と 同様 で あっ て よい 。 
(0210) 
表面 層 お よび 下層 の 形成 の た め の 硬 化 は 、 上 記し た 肖 
層 の 形成 方 泊 に お いて と 同様 で ある 。 
【 実施 例 】 
ЕЛЕНЕ 
( 実施 例 A1 : 乳房 モデ ル の 製造 ) 
図 1 ( A) お よび ( B) に 示す 乳房 モデ ル を 図 1 3 に 示す 注 型 - 注 型 法 に より 製造 し た 


注 型 法 に よる 表面 層 お よび 下 


ЕЕ 
чы 


詳し く は 、 ま ず 、 図 1 3(A) に 示す よう に 、 成 形 面 1 0 1 に 所 定 の 形状 を 付与 され た 
下 型 1 00 に 、 表 面 層 形成 用 樹脂 組成 物 を 流し 込ん だ 後 、 成 形 面 1 1 1 に 所 定 の 形状 を 付 
与 さ れ た 上 型 1 1 0 を 下方 移動 させ 、 硬 化 を 行い 、 表 面 層 1 A を 形成 し た ( 注 型 法 ) 。 
[0212] 

表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は シリ コー ン ゴ ム ( KE-1308: 信越 化学 工業 株 式 会 社 製 
) お よび 硬化 剤 (CAT-1300L- 4; 信越 化学 工業 株 式 会 社 製 ) を 混合 する こと に 
より 得 た も の で あっ た 。 シ リコ ー ン ゴム と 硬化 剤 と の 比率 を 表 1 に 示す 。 表面 層 1A の 形 
成 の た め の 硬 化 は 、2 4 時 間 放 置 し た 後 、 オ ー ブ ン 中 、1 0 0 で C で 1 НМ) 加熱 する こと 
に より 行っ た 。 表面 層 1 A の 厚み t 」 。 は 1 mm で あっ た 。 

[0213] 

次 いで 、 図 1 3(B) に 示す よう に 、 上 型 1 10 を 上 方 移動 させ て 後退 させ た 。 

その 後 、 図 1 3 (C) に 示す よう に 、 下 型 100 内 の 表面 層 1A の 上 に 、 下 層 形 成 用 樹 
脂 組 成 物 を 流し 込ん だ 後 、 成 形 面 1 2 1 に 所 定 の 形状 を 付与 され た 上 型 120 を 下方 移動 
させ 、 硬 プ 化 を 行い 、 下 層 2 A を 形成 し た ( 注 型 法 ) 。 下層 2 A の 厚み t 。、 は 50mm で 
あっ た 。 

[021 4] 

下層 形成 用 樹脂 組成 物 は シリ コー ン ゴ ム (KE-1308: 信越 化学 工業 株 式 会 社 製 ) 
お よび 硬化 剤 (CAT-1300L-4: 信越 化学 工業 株 式 会 社 製 ) を 混合 する こと に よ 
り 得 た 。 シ リコ ー ン ゴム と 人 硬化 剤 と の 比率 を 表 1 に 示す 。 下層 の 形成 の た め の 硬 化 は 、2 
4 時 間 放 置 し た 後 、 オ ー ブ ン 中 、1 0 0 で で 1 時間 加熱 する こと に より 行っ た 。 
[0215] 

表面 層 と 下層 と の 体積 比 は 2 : 9 8 で あっ た 。 

[0216] 

得 ら れ た 表面 層 1 A お よび 下層 2 A か ら な る 乳房 モデ ル 前 駆 体 を 、 湾 曲 状 支持 体 3 A を 
内 部 に 収容 お よび 固定 し た 型 枠 5A 内 に 収容 し 、 図 1(A) お よび (B) に 示す 乳房 モデ 
ル を 得 た 。 湾曲 状 支持 体 3 A 人 お よび 型 枠 5A は いずれ も プラ スチ ッ ク 製 の も の で あっ た 。 
АЛАТЫН 

表面 層 1 A の 表面 か ら 下 層 2 A に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 が ヒト の 実際 の 乳房 の 表 
面 か ら 内 部 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 と よく 近似 し て いた 。 

[0218] 

下層 2 A の 弾性 率 、 表 面 層 1 A の 弾性 率 お よび 損失 正 接 を 後述 の 方 法 に より 測定 し 、 そ 
れ ら の 値 を 表 1 に 示し 、 こ れ ら の 値 か ら 得 られ る 弾性 特性 値 を 表 2 に 示し た 。 下層 2 A の 
弾性 率 は 表面 層 1 A の 弾性 率 よ り も 低く 、 表 面 層 1 A の 表面 か ら 下 層 2 A に 向かっ て 押圧 
し た と き の 弾 性 率 A は ヒト の 実際 の 乳房 の 表面 か ら 内 部 に 向かっ て 押圧 し た と き の 弾 性 率 
B の -10~+109% の 範囲 内 で あっ た 。 
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(0219) 

表面 層 1 A お よび 下層 2 A に お ける 硬化 剤 の 含有 量 は 、 下 層 2 A に お ける 硬化 剤 の シリ 
コー ン ゴ ム に 対す る 含有 量 が 表面 層 1 A に お ける 硬化 剤 の シリ コー ン ゴ ム に 対す る 含有 量 
より も 少な く 、 か つ 表 面 層 1 A の 表面 か ら 下 層 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 が ヒト の 実 
際 の 乳房 の 表面 か ら 内 部 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 と よく 近似 する よう な 量 で あっ た 


o 


[0220] 

( 実施 例 A2 : 腫瘍 を 有する 乳房 モデ ル の 製造 ) 

図 1 1 に 示す 腫瘍 を 有する 乳房 モデ ル を 図 1 3 に 示す 注 型 - 注 型 法 に より 製造 し た 。 
со о у o S и 
Ше 

[0221] 


次 いで 、 図 1 3(B) に 示す よう に 、 上 型 1 1 0 を 上 方 移動 させ て 後退 させ た 。 

その 後 、 図 1 3(C) に 示す よう に 、 下 型 1 0 0 内 の 表面 層 1A の 上 に 、 下 層 形 成 用 樹 
脂 組成 物 を 流し 込ん だ 後 、 成 形 面 1 2 1 に 所 定 の 形状 を 付与 され た 上 型 1 2 0 を 下方 移動 
させ 、 硬 化 を 行い 、 下 層 2 A を 形成 し た ( 注 型 法 ) 。 下層 2 A の 厚み t 。、 は 50mm で 
あっ た 。 

го аа 

下層 形成 用 樹脂 組成 物 は 、 ゼ ラチ ン ( 市 販 の 食用 製品 ) を 水 と 混合 し 、5 5 C へ の 加熱 
で 溶解 する こと に より 得 た 。 下層 の 形成 の た め の 硬 化 は 、 室 温 2 5 て で 十分 に 放置 する こ 
と に より 行っ た 。 


(0223) 
表面 層 と 下層 と の 体積 比 は 2 : 9 8 で あっ た 。 
(0224) 
その 後 、 下 層 2 A の 所 定 の 位置 に 、 予 め 製 造 さ れ た 腫瘍 5J を 挿入 し た 。 腫瘍 5Ji 


оре 直径 3 0 mm の 球形 と し た こと 、 оо оо о O 
せ た こ と 、 お よび 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 に 着色 剤 を 含有 させ た こと 以外 、 上 記 表 面 層 1 
A と 同様 の 方 法 に より 製造 し た 。 

[0225] 

得 ら れ た 表面 層 1 A、 下 層 2 A お よび 腫瘍 5 か ら な る 乳房 モデ ル 前 駆 体 を 、 湾 曲 状 支 
持 体 3A を 内 部 に 収容 お よび 固定 し た 型 枠 5A 内 に 収容 し 、 図 1 1 に 示す 腫瘍 を 有する 肪 
房 モ デル を 得 た 。 湾曲 状 支持 体 3 A お よび 型 枠 5A は いずれ も プラ スチ ッ ク 製 の も の で あ 
うた 』 

[0226] 

表面 層 1 A の 表面 か ら 下 層 2 A に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 が ヒト の 実際 の 乳房 の 表 
面 か ら 内 部 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 と よく 近似 し て いた 。 

[0227] 

下層 2 A の 弾性 率 、 表 面 層 1 A の 弾性 率 お よび 損失 正 接 を 後述 の 方 法 に より 測定 し 、 そ 
れ ら の 値 を 表 1 に 示し 、 こ れ ら の 値 か ら 得 られ る 弾性 特性 値 を 表 2 に 示し た 。 下層 2 A の 
弾性 率 は 表面 層 1 A の 弾性 率 よ り も 低く 、 表 面 層 1 A の 表面 か ら 下 層 2 A に 向かっ て 押圧 
し た と き の 弾 性 率 A は ヒト の 実際 の 乳房 の 表面 か ら 内 部 に 向かっ て 押圧 し た と き の 弾 性 率 
B の - 10~- 寺 10% の 範囲 内 で あっ た 。 

[0228] 

КЕНІ A に お ける 硬化 剤 の 含有 量 お よび 下層 2 A に お ける 水 の 含有 量 は 、 表 面 層 1 A 
の 表面 か ら 下 層 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 が ヒト の 実際 の 乳房 の 表面 か ら 内 部 に 向 か 
っ て 押圧 し た と き の 感 触 と よく 近似 する よう な 量 で あっ た 。 

[0229] 

( 実施 例 A3 : 乳房 モデ ル の 製造 ) 

МІ (А) お よび (CC ) に 示す 乳房 モデ ル を 積層 - 注入 法 ( 二 層 性 モデ ル ) に より 製造 
し . た 。 
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詳し く は 、 ま ず 、 図 1 4 に 示す よう に 、 成 形 面 に 
お よび 持ち 手 部 2 2 0 を 有する 塩 型 200 に 、 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 硬 化 さ 
+, 表面 層 1 A を 得 た ( 積層 法 ) 。 塗布 は 、40~ て 50 で の 熱風 環境 下 、 樹 脂 組成 物 が 垂 
れ て 偏ら な いよ うに 塩 型 を 回 し な が ら 、 持 ち 手 22 0 以外 の 塩 型 200( す な わ ち 成形 部 
210) の 表面 に 対し て 行っ た 。 塗布 は 所 望 の 厚み が 達成 され る よう に 複数 回 行っ た 。 
[0230] 

表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 は ウレ タン ゴム 原料 (タケ フレ ックス BRUSH: 竹林 化学 工 
業 株 式 会 社 製 ) の ポリ ウレ タン ( A 液 ) お よび 硬化 剤 (B 液 ) を 混合 する こと に より 得 た 
も の で あっ た 。A 液 と B 液 と の 比率 を 表 1 に 示す 。 表面 層 1 A の 形成 の た め の 硬 化 は 、 オ 


所 望 の 形状 を 付与 され た 成形 部 2 1 0 


ー ブ ン 中 、1 00 で C で 5 分 間 加 熱 す る こと に より 行い 、 そ の 後 、 数 時 間 放 置 し た 。 表面 層 
1 A の 厚み t 」 、 は 1 mm で あっ た 。 
(0231) 

次 いで 、 塩 型 200 を 破壊 し 、 そ の 残骸 を 、 成 形体 の 裏面 に お ける 持ち 手 部 分 の 穴 か ら 


取り 除い た 。 成形 体 の 穴 か ら 、 
) WA. w 


ド 周 形成 用 樹脂 組成 物 を 注入 し 、 下層 2 A を 得 た (注入 法 
部 6 0 と し て ポリ ウレ タン シー ト を 穴 に 張り 付け て 塞ぎ 、 図 1 (C) に 示 


す 乳 房 モ デル を 得 た 。 下層 2 A の 厚み t j 。 は 50mm で あっ た 。 
(0232) 
下層 形成 用 樹脂 組成 物 は シリ コー ン ゲ ル ( ワッカ ー・ シ リゲル 612A( 旭化成 ワッ カー シ 


リコ ー ン 株 式 会 社 製 ) を 用 いた 。 

[0233] 

表面 層 と 下層 と の 体積 比 は 2 : 9 8 で あっ た 。 

[0234] 

下層 2 A の 弾性 率 、 表 面 層 1 A の 弾性 率 お よび 損失 正 接 を 後述 の 方 法 に より 測定 し 、 そ 
れ ら の 値 を 表 1 に 示し 、 こ れ ら の 値 か ら 得 られ る 弾性 特性 値 を 表 2 に 示し た 。 
[0235] 

( 実施 例 人 4 : 乳房 モデ ル の 製造 ) 

МІ (А) お よび ( C) に 示す 乳房 モデ ル を 注 型 - 積層 法 ( 二 層 性 モデ ル ) に より 製造 
し た 。 

詳し く は 、 ま ず 、 所 定 の 下層 形成 用 樹脂 組成 物 お よび 所 定 の 形状 を 付与 され た 型 を 用 い 
た こと 以外 、 実 施 例 人 A1 に お ける 表面 層 形 成 の た め の 注 型 法 と 同様 の 方 法 に より 、 シ リコ 
ー ン ゴム 製 下 層 2 A を 形成 し た 。 下層 形成 用 樹脂 組成 物 と し て 実施 例 A 人 1 の 下層 形成 用 樹 


脂 組 成 物 と 同様 の 組成 物 を 用 いた 。 
の た め の 人 硬化 と 同様 の 方 法 に よ 
(0236) 

次 いで 、 下 層 2 A の 表面 に 、 表 面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 硬 化 さ せ 、 表 面 層 1 A 
を 得 た ( АНЕ), 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 と し て 実施 例 A3 Пот 町 層 形 成 用 樹脂 組成 物 
と 同様 の 組成 物 を 用 いた 。 塗布 お よび 硬化 は それ ぞ れ 、 実 施 例 A3 に お ける 表面 層 の 形成 


下層 の 形成 の た め の 硬 化 は 、 実 施 例 人 1 の 下層 の 形成 
U 行っ た 。 下層 2 A の 厚み t j 。 は 50mm で あっ た 。 


の た め の 塗 布 お よび 硬化 と 同様 の 方 法 に より 行っ た 。 表面 層 1 A の 厚み t А は 1 mm G 
あっ た 。 
ИЕЛЕ 
表面 層 と 下層 と の 体積 比 は 2 : 9 8 で あっ た 。 
[0238] 
下層 2 A の 弾性 率 は 表面 層 1 A の 弾性 率 お よび 損失 正 接 を 後述 の 方 法 に より 測定 し 、 そ 
れ ら の 値 を 表 1 に 示し 、 こ れ ら の 値 か ら 得 られ る 弾性 特性 値 を 表 2 に 示し た 。 
(0239) 
( 実施 例 A5 て A7 お よび B1 ) 
各 実 施 例 に お いて 、 所 定 の 実体 モデ ル を 注 型 - 積層 法 ( 二 層 性 モデ ル ) に より 製造 し た 
実施 例 A5 で は 図 3( A) お よび ( В) に 示す 口唇 モデ ル に 口唇 裂 形 状 を 付与 し た も の 


を 製造 し た 。 
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実施 例 A6 で は 
ЖЖ АТ で は 
実施 例 B1 で は 
[0240] 

詳し く は 、 ま ず 


“ 


46 СА) お よび (BB) I< 29 Е 
М1 (А) お よび (C ) に 示す 乳房 モ 
8 (А) お よび ( B) に 示す 耳 介 モ 


(31) 


デル を 製造 し た 。 
ル を 製造 し た 。 
ル を 製造 し た 。 


所 定 の 下 


た こと 以外 、 実 施 例 A1 に お 
ー ン ゴム 製 下層 を 形成 し た 。 
比率 を 表 1 に 示す よう に 変更 し た こと 以外 、 実 施 例 A1 の 下層 形成 用 樹脂 組成 物 と 同様 の 


下層 の 形成 の た め の 硬 化 は 、 実 施 例 A 人 1 の 下 


組成 物 を 用 いた 。 

様 の 方 法 に より 行っ た 。 
OG У 

次 いで 、 下 層 の 表面 に 、 表 
積層 法 ) 。 表面 層 形 成 用 樹脂 


よう に 変更 し た こと 以外 、 実 施 
。 塗布 お よび 硬化 は それ ぞ れ 、 


と 同様 の 方 法 に より 行っ た 。 


(0242) 
実施 例 A5 (В 
実施 例 A6 (ВК 
実施 例 A7 ( 図 

Қ-2:98, 
実施 例 B (В 

(0243) 


〇 ゝ 


со 


層 形成 用 樹脂 組成 物 お よび 所 定 の 形状 を 付与 され た 型 を 
還 層 形成 の た め の 注 型 法 と 同様 の 方 法 に より 、 
シリ コー ン ゴ ム と 硬化 剤 と の 


ける 表 
下層 形成 


樹脂 組成 物 と し て 、 
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Да 
муа 


層 の 形成 の た め の 硬 化 と 同 


面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 硬 化 さ せ 、 表 面 層 を 得 た ( 
組成 物 と し て 、 ポ リウ レタ ン と 硬化 剤 と の 比率 を 表 1 に 示す 
ИА 3 の 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 と 同様 の 組成 物 を 用 いた 


実施 例 A 人 3 に お ける 表面 層 の 


(үс lmm: ТС 12mm。 
51 lmm: ТЕ 5 шт, 
Тіл lmm: t 2。 л 50mm: 表面 層 と 下 


ек 
- 


н 1 


 ЖО750 O ë fi 35 k O° të (k 


層 と の 体積 


下層 の 弾性 率 、 表 面 層 の 弾性 率 お よび 損失 正 接 を 後述 の 方 法 に より 測定 し 、 そ れ ら の 値 


を 表 1 に 示し 、 
[0244] 
( 実施 例 C1 : 


詳し く は 、 ま ず 


お よび 持ち 手 部 2 2 0 を 有する 塩 型 200 に 、 下 
せ 、 下 層 2 А’ を 得 た ( 積層 法 ) 。 
剤 と の 比率 を 表 1 に 示す よう に 変更 し た こと 以外 、 実 施 
ТАРАН 


同様 の 組成 物 を 


“ 


乳房 モデ ル の 製造 ) 
図 9 に 示す 乳房 モデ ル を 積層 - 注入 法 ( 


図 1 4 に 


塗布 


これ ら の 値 か ら 得 られ る 弾性 特性 値 を 表 2 に 示し た 。 


三 層 性 モデ ル ) に より 製造 し た 。 
成 


示す よう に 、 


РА 
РІН 


層 39 
脂 組 成 物 と し て 、 


下層 形成 用 樹 


は 実施 例 A3 に お ける 表面 層 の 


1 に 所 望 の 形状 を 付与 され た 成形 部 2 1 0 
有 成 用 樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 
シリ コー ン ゴ ム と 硬化 
ЖЛА1 の 下層 形成 用 樹脂 組成 物 と 
Z k O 7= b O ë fi k: АВО 5 


硬化 さ 


法 に より 行っ た 。 硬化 は 、 実 施 例 A1 の 下層 の 形成 の た め の 硬 化 と 同様 の 方 法 に より 行っ 


た 。 下層 2 А’ の 厚み t À ' 


(0245) 


Жес, ЕВ2А" の 表面 に 、 
層 法 ) 。 
変更 し た こと 以外 、 実 施 例 A3 の 表面 
塗布 は 実施 例 人 3 に お ける 表 
硬化 は 、 実 施 例 A 3 の 表面 層 の 
МА" の 厚み t | A” 


А” を 得 た ( 積 
表 1 に 示す よう に 
物 を 用 いた 。 


と だ :。 


(0246) 
その 後 、 
か ら 取り除い た 。 


表面 


は 1 


塩 型 200 を 破壊 し 、 そ の 残骸 を 、 積 
成形 体 の 穴 か ら 、 
аео と し て ポリ ウレ タン シー ト を 穴 に 張り 付け て 塞ぎ 、 


。 深層 6 A'′ の 厚み t СА: 


(02471 
ж 
[0248] 


軒 層 お よび 下層 の 合計 体積 と 深層 の 体積 と の 体積 比 は 2 : 


は 2 mm で あっ た 。 


表面 層 形 成 
有 成 用 樹脂 組成 物 と し て 、 


ЕЗІ УІ 


mm で あっ た 。 


ЖЖ Ж O) Ж 
深層 6 A' を 得 た (注入 法 


水 を 注入 し 、 


樹脂 組成 物 を 塗布 し 、 人 硬化 させ 、 表 面 
ポリ ウレ タン と 硬化 剤 と の 比率 を 
樹脂 組成 物 と 同様 の 組成 
町 層 の 形成 の た め の 塗 布 と 同様 の 方 法 に より 行 
有 成 の た め の 硬 化 と 同様 の 方 法 に より 行っ た 。 


は 5 0 mm で あっ た 。 


9 8 で あっ た 。 


層 1 


表面 


1 に お ける 持ち 手 部 分 の 欠 


。 注入 後 、 


図 9 に 示す 乳房 モデ ル を {87 
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КЕ2А” ОНИЖ, ЕШЕІ А” の 弾性 率 お よび 損失 正 接 を 後述 の 方 法 に より 測定 し 
それ ら の 値 を 表 1 に 示し 、 こ れ ら の 値 か ら 得 られ る 弾性 特性 値 を 表 2 に 示し た 。 
0249) 

( 比较 例 Al : 乳房 モデ ル の 製造 ) 

下層 の 領域 に も 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 を 用 いて 表面 層 を 形成 し た こと 以外 、 実 施 例 A 
と 同様 の 方 法 に より 、 乳房 モデ ル ( 一 層 性 モデ ル ) を 得 た 。 

0250] 

( 評価 1 (ЖШ) ) 

実体 モデ ル を 手 で 表面 層 の 表面 か ら 下 層 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 触 A 人 と 、 当 該 実 体 
モデ ル が 模 條 する ヒト の 実際 の 身体 部 位 を 手 で 表面 か ら 内 部 に 向かっ て 押圧 し た と き の 感 
触 B と を 比較 し た 。 

©; 感触 人 は 感触 B と 非常 に よく 近似 し て いた : 

О; 感触 へ は 感触 B と 近似 し て いる も の の 、「 ⑨」 ほ ど 十 分 に 近似 し て いな か っ た : 

А; 感触 へ は 感触 B と 近似 し て いる も の の 、「 〇 」 ほ ど 十 分 に 近似 し て いな か っ た : 

х; 感触 人 は 感触 B と 近似 し て いな か っ た 。 

[0251] 
( 評価 2 ) 

ЕЖИА 1 て A6 、B1 お よび C1 で 製造 され た 実体 モデ ル の 感触 は 、 当 該 実体 モデ ル 
が 模 信 する ヒト の 実際 の 身体 部 位 の 感触 と 、 非 常に よく 近似 し て いる た め 、 メ ス で 切開 す 
る と き の 感 触 も 、 切 開 部 を 縫合 する と き の 感 触 も 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 位 と 非常 に よく 近 
ПЕВА ук 
実施 例 A7 で 製造 され た 実体 モデ ル の 感触 は 、 当 該 実 体 モ デル が 模 條 する ヒト の 実際 
身体 部 位 の 感触 と 、 十 分 に 4... 2-2 
合 す る と き の 感 触 も 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 位 と 十分 に 近似 し て いた 。 し か し 、 実 施 例 A7 
で 製造 され た 実体 モデ ル の 感触 は 、 実 施 例 A1 て A6 、B1 お よび C1 で 製造 され た 実体 
モデ ル の 感触 ほど 十分 に は 、 ヒ ト の 実際 の 身体 部 に 近似 し て いな か っ た 。 

[0252] 

また 実施 例 A 人 1 — A4 お よび C1 の 乳房 モデ ル は 、 感 触 が ヒト の 実際 の 乳房 と 非常 に よ 
く 近 似 し て いる た め 、 手術 時 の 下垂 形状 も 、 手 術 に より 病巣 を 除 示 ます る と き の 適 切な 除去 
体積 も 、 除 去 さ れ た 部 位 に シリ コー ン ま た は 自家 組織 な どの 材料 を 充填 する と き の 適 切な 

充填 体積 も 、 ヒ ト の 実際 の 乳房 と 非常 に よく 近似 し て いた 。 

ЖЕ АТ の 乳房 モデ ル は 、 感 触 が ヒト の 実際 の 乳房 と 十分 に 近似 し て いる た め 、 手 術 
時 の 下垂 形状 も 、 手 術 に より 病巣 を 除 示 する と き の 適 切な 除去 体積 も 、 除 去 さ れ た 部 位 に 
シリ コー ン ま た は 自家 組織 な どの 材料 を 充填 する と き の 適 切な 充填 体積 も 、 ヒ ト の 実際 の 
乳房 と 十分 に 近似 し て いた 。 し か し 、 実 施 例 A7 の 乳房 モデ ル は 、 実 施 例 A 人 1 て A4 お よ 
ӨСІ の 乳房 モデ ル ほ ど 十 分 に は 、 сие Так 手術 に より 病巣 を 除去 する と き 
の 適切 な 除去 体積 も 、 除 去 ま され た 部 位 に シリ コー ン ま た は 自家 組織 な どの 材料 を 充填 する 
と き の 適 切な 充填 体積 も 、 ヒ ト の 実際 の 乳房 に 近似 し て いな か っ た 。 

(0253) 
ら に 実施 例 A 人 1 て A7 、B1 お よび C1 の 実体 モデ ル を 用 いて 模擬 手術 を 行う こと に 
より 、 手 術 後 の 変形 の 程度 を よく 知る こと が で きた 。 

この た め 、 実 施 例 人 1 て A7 、B1 お よび C1 の 実体 モデ ル は 、 医 師 の 手術 熟練 度 の 向 

上 に 十分 に 貢献 する こと が で きた 。 ま た 実施 例 A 人 1 て A7 、B1 お よび C1 の 実体 モデ ル 
は 、 実 際 の 手術 に よく 適合 する 手術 計画 の 立案 に も 十分 に 貢献 する こと も で きた 。 
[0254] 
複素 弾性 率 お よび 損失 正 接 の 測定 方 法 ) 

各 実 施 例 また は 比較 例 に お ける 所 定 の 組成 を 有する 表面 層 形 成 用 樹脂 組成 物 ま た は 下層 
有 成 用 樹脂 組成 物 を 各 実 施 例 ま た は 比較 例 で 行う 条件 で 硬化 させ 、 シ ー ト 状 の 硬化 体 を 得 
た 。 硬化 体 か ら 所 定 寸 法 の 円 柱状 試験 上 感 を 得 た 。 得 られ た 試験 上 石 を 用 いて 、 前 記し た J I 
S K6394:2007 1 Hm ТЛО НЕТА 動 的 性 質 の 求め 方 - 一 般 指 針 」 
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に 基づく 方 法 お よび 条件 で 複素 弾性 率 お よび 損失 正 接 を 測定 し た 。 

試験 片 の 寸法 は 、 シ リコ ー ン ゴム また は ウレ タン ゴム を 用 いる 場合 お よび シリ コー ン ゲ 
ル ま た は ゼラ チン を 用 いる 場合 に お いて 以下 の 通り で あっ た 。 

シリ コー ン ゴ ム ま た は ウレ タン ゴム の 試験 片 : 直径 約 3 mmXx 高 さ 約 3 шш, 

シリ コー ン ゲ ル ま た は ゼラ チン の 試験 片 : 直径 約 6 m m x ах #J5 шш, 
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[ &2 】 
ІШ р | | EL—ES 
(ЕТ ES) х 100(%) | EL : ES | 7 感触 
ес Бота I _| (Ра) өн 
| 乳房 モデ ル КЕ т Е 
Ц ета) 8.4% 1:3.5 122 .28x105 | © | 
— | в | 
R 乳房 モデ ル | ка 
実施 例 A2 | 3.3% | 1 : 30.1 | ー2.9ix1051 © | 
(下垂 型 ) | 
ысы асы Алы, 22 ニー ニニ ニー ンー = アニ ーー イー ーー ご ーー 
ЕИ АЗ | ү" 1:29 ЖБ 2.99х10° | ( е 
SE И я) - l 3.5° ・ 5 ж, >x 5 ©) 
| 3. b {7 (下垂 型 ) 3 0 2) 
乳房 モデ ル 
実施 例 23.5% 1:43 | 一 2.4txl05 | © 
( 非 下 重型 ) А 
аал ПА 2 L 26.3% 1:38 | —2.19х10° | © 
ШШ жерд 44.0% | 1:28 | —1.05х10° | @ 
езгеріс ЛД т | 乳房 二 798 # гуй, I < жұт 5 
実施 例 A7 4 7.0% 1 : 1.3 0.78х10° А 
— ーーーー ゴ = = — 20 
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| 産業 上 の 利用 可能 性 】 
(0255) 
本 発明 の 実体 モデ ル は 、 医 療 分 野 に お ける 手術 シミ ュ レ ーション に 有用 で ある 。 
[ 符号 の 説明 】 
(0256) 30 
ТІА:1І1А”:ІВСІС:ІПр:ІЕ:ІЕ: 1 С: 1 Н: 表面 層 
2 А: 2 А’: 2 В: 2 С: 20: 2 Е: 2Е: 268: 2 Н: ТЕ 
51 : БЛ: БК: 腫瘍 
БА : 深層 
10A: 10 А’: 10B: 10C: 10р: 10Е:10Е: 10G: 10H: # 
体 モ デル 
101:107:10К: 腫瘍 を 有する 実体 モデ ル 
0 0 : 下 型 
01: 成形 面 
10 : 120: ЕЖ 40 
11: 1 2 1 : 成形 面 
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図 5 】 (6) 


(А) 


ki; 
шиш тИ 


РА, 
СЛ ба Бү 


В 
(В) в 


図 7 】 ( 加 8 】 


(А) 


Те 
(В) 


ら 
6 


た 
оО 
に に 


(38) ІР 6905945 В2 2021. 7. 21 


図 1 1 】 [ 13] 
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図 1 4 】 
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